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夜の国の呪い姫、引きこもり太陽王子の心を溶かす
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　一歩足を踏み出すごとに、ぽたりと足元に汗の雫が弾けた。まだ辺りは薄暗く、吐き出す息は白い。時折木々の間を吹き抜ける風も、決して熱を帯びているわけではない。

　それなのに、額を拭った手の甲は汗でびっしょりと濡れていて、私は背負っていた弓を下ろし、外套を脱いだ。そして、前を行く護衛の騎士たちと開いてしまった距離を埋めるべく、重い足を必死に持ち上げて険しい峠道を走る。

　彼らは、意地悪で待ってくれないわけではないだろう。きっと魔物を警戒するあまり、私が歩みを止めたのに気がつかなかっただけ。声をかければ待ってくれただろうけれど、彼らだって私のためにこんな危険な道中を共にしてくれているのだ。面倒をかけてはいけない。

　そう――これは私にとって輝かしい旅路なのだから。だから、前を見て歩かなければ。

　そう自分に言い聞かせて顔を上げると、目の前がチカチカと輝いて目眩がした。いよいよ疲労が限界に達したのだろうかと焦ったそのとき、ざあっとひときわ強い風が吹き抜けて、薄闇を剥がすように明るい光が私の視界を塗り替えていく。

　重たかったはずの足が、軽やかに地面を蹴って走り出していた。鼓動が早鐘を打つ。『夜』が終わる。

　書物でしか知らなかった太陽が、峠から見下ろす景色を眩く照らし出す。

　どこまでも続く、数えきれない家々。色も高さもとりどりの屋根。その合間を走る河のいくつかは、広大な海へと続いている。何よりもそれらが一目でわかる、洪水のような光。

　これから私は一年間、太陽の加護のもと、この大国グランツィアで暮らすのだ。






　ことの起こりは、一か月ほど前に遡る。

「ヘルミーネ」

　背後から呼ぶ声に、私は腰まである長い自慢の黒髪を揺らして振り返った。

「こんな早くからどこへ行く。朝の祈りはもう済んだのか」

「ええ、先ほど。朝食まで少し時間があるので、畑の様子を見に行こうかと」

　そう述べると、お父様はただでさえ迫力のある顔面をさらに凄ませた。

「あまり城の外をうろつくものではない。お前がいても邪魔になるだけだ」

「まあ。そんな顔をしたらお父様まで『魔王』と呼ばれてしまいますよ」

　冗談を言って笑いながら、お父様の制止を振り切って私は走り出す。

「近頃とくに冷える。魔物も増えていると――」

「わかっています。すぐに戻りますから」

　追いすがる声に振り向いて叫びながら、私は羽織っていた毛足の長い外套をさらに深く被り直した。以前仕留めた狼型の魔物の毛皮で私が繕ったものだ。魔物で作ったというのが周囲には不評だが、これが家畜の毛皮で作ったものよりも温かいのだ。

　……まだ冬でもないのに、これを羽織るほど最近は冷え込む。魔物が増えているという話も聞いている。

　陰鬱な思いで、私は暗い空を見上げた。吐き出す息が白く凍る。

　ここ、ノイモント王国に太陽はない。見上げた空はいつも黒々とした『夜』だ。

　かつてノイモントは魔法発祥の地として栄えた……らしい。というのも、その魔法の力は二百年も前に消失してしまったからだ。だから真偽のほどはわからない。ただ、ノイモント王家の姫は代々精霊や自然の声を聞く不思議な力が備わる。そのため、ノイモントの姫は精霊に祈るのがお役目といわれ、毎朝の祈りが私の日課だ。

　だけど、それが何だと言うのだろうか。

　精霊の声、自然の声……それが聞こえたからといって太陽が出るわけでも、お腹が膨れるわけでもない。その精霊の声も、成長すると共に聞こえなくなっていった。お母様もそうだったと言っていたから、そんなものかもしれないけど。

　そのお母様も、私が十のときに病気で逝ってしまった。

「どうせなら、病や怪我を治す力とか、魔物と戦う力とか、そういうのがよかったわ」

　暗い空に、私の下らない独り言が、白い息ごと吸い込まれていく。それも祈りと同じ、言ったところで仕方ない。

　この寒さのせいで、今年は作物の育ちがいつにも増して悪い。魔物も増えた。私からお母様を奪った病気――暗闇病と呼ばれるそれにかかる人も後を絶たない。太陽が消えてしまってから、ノイモントではたびたび目眩や疲れなどの症状が取れない者が増えた。それがどんどん悪化して衰弱し、高熱や体の痛みなどの発作を起こすようになり、最終的には食事も取れずに亡くなってしまう原因不明の不治の病だ。

　お母様は私を産んですぐにこの病気にかかってしまった。だから、私はベッドの上にいるお母様しか知らない。

　それでも、お母様はいつも穏やかに笑っていた。そして、どんなときも笑顔を忘れないように私に言い残した。暗いところで暗い顔でいたら、気持ちまで暗くなるからと。

　だから私はいつも笑顔でいる。だけど心の中ではこう思っている。

（もうすぐ、この国は滅ぶ――）

　きっと私だけじゃなく、国の誰もがそう思っている。

　さわさわと風が鳴いて、私は顔を上げた。風だけでなく、暗い空が、森が、大地が騒いでいる。何か――来る。

　そんな胸騒ぎに耳を澄ませる。――遠く、森に張り巡らせた鳴子の音が聞こえる。

　その瞬間、私は弾かれたように駆け出した。それから見張り台によじ登って、力任せに警鐘を打ち鳴らす。そのけたたましい音に、一斉にあちこちの家に明かりがつく。

　それを見届けると見張り台を降り、武器を手に飛び出してくる人々に叫んで回る。

「北東から魔物の群れが来るわ。急いで！　今なら弓で間に合う！」

「了解です、ミーネ様！」

「警鐘をありがとうございます！」

　口々に叫びながら、男たちが弓を持って北東に向かう。私もうかうかしてはいられない。城壁に立てかけてある弓を手に取って、北東に向かって駆ける人の群れに交じる。

　魔物を居住区に近付けないため、あちこちに備えがしてある。森には鳴子をはりめぐらせ、森の出口には丸太を削って尖らせたものを魔物の動きを誘導するように組み上げている。そこを狙い撃てるように組まれた足場の上で、私たちは弓を構えて待機する。

　鳴子の音が耳をつんざき、大地が震える。

「来た！」

　誰かが叫び、弓を放つ。先頭を駆ける巨大な狼型の魔物めがけて矢はまっすぐに飛んだ。しかし、すんでのところで魔物が大きく飛び退のいた――ように見えた。

（……避けた!?）

　とはいえ、間髪入れず一斉に放たれた矢が次々に魔物たちを貫いていく。すぐに群れは引き返し、森の中へと逃げていった。やがて鳴子の音が止み、しん、といつもの静寂が帰ってくる。

　それから、わっと人々の歓声が沸き起こった。

「無事追い返せたみたいですね。ミーネ様が早い段階で警鐘を鳴らして下さったおかげです」

「ううん、みんなの対応が早かったおかげよ。それより……魔物の動き、変じゃなかった？　最初に飛んだ矢、絶対に当たったと思ったのだけど」

「そうですか？　私たちはミーネ様ほど目がよくないのでわかりませんでしたが……」

　気のせいであればいいのだけど、このところ魔物たちも強く、賢くなっている気がする。仕掛けた罠が壊されることも珍しくなくなってきた。

「ところでミーネ様。またそんなものを着てるんですか？」

　話を変えられて、私は着ていた毛皮を指で触った。

「本当に温かいのよ」

「そんなものを着ていると、よそ者にまた妙なあだ名をつけられますよ」

「どうせ『呪い姫』が『魔物姫』になるだけよ。そう変わらないわ」

　太陽のないノイモントを、外の国の人は『魔界』と呼んでいるそうだ。さっきお父様に『魔王』などと冗談を言ったのもそれを揶揄したものである。

　ノイモントは谷底に位置しており、これより北は人の住めぬ極寒の土地、南の峠を越えれば栄えた国々も多くあるが、道は険しく魔物も多く出るためほとんど人の行き来はない。

　それでもごく稀に、南の峠を越えて、物好きな旅人や行商人がやってくることがある。滅多に人の通ることのない峠道は、もちろん整備なんかされてないし、足腰にかなり自信がないと越えられない。その上、魔物対策として腕利きの護衛を何人も雇わなければならず、お金もかなりかかるようだ。そうまでして訪れてもらっても、真っ暗だし特産品は何もないので、外から人が来るのは本当に稀なのだが――

　あれは、十年ほど前のことだったろうか。行商人が私を見て「魔女だ」と腰を抜かしたことがある。闇に溶けそうな黒髪、赤い瞳は血のようだと彼らは言った。近くにいた人たちが、王女様に向かって何を言うのだとそれを咎めたので、さあ大変。魔界の王女は魔女のような姿である、という話に尾ひれ背びれがつきについて、今では恐ろしい魔術を扱う『呪い姫』だと噂されているようなのである。

「笑いごとではありません、ミーネ様。私たちはミーネ様にそのような噂を立てられ、怒り心頭です」

「そうですよ。ミーネ様が私たちのために祈って下さるから、私たちは無事に暮らしていけるんです。私たちにとっての太陽ですよ」

「それはちょっと大げさだわ。私が祈ったって……」

　何の役にも立たない。慕ってくれるみんなの手前、辛うじてその言葉を飲み込み、私はいつも通り笑ってみせる。

「聞けるお告げは、今日のお天気だけよ。今日は雨が降らないわ」

「それは助かります。ミーネ様の予報は百発百中ですからね！」

　私の言葉にみんなが湧き立つのとは逆に、私の心の中は寒い。剥き出しの頬を冷たい風が撫でる。

　滅びの足音は、確実にこのノイモントに近付いている。

　なのに、私は祈るだけでいいのだろうか。






　城に戻ったあと食事の席で、私はついにお父様の前でその疑問を口に出した。

「それがノイモント王家の姫、巫女の使命だ。お前は粛々とそれを果たせばいい」

「本当に私に巫女の力があるのかも疑問です」

「お前は人ならざる者の声を聞くだろう。天気を当てることも儂にはできん」

「それも、昔ほど聞こえません。天気だっていつまでわかるか。私にとっては何の確証もない、勘みたいなものです」

「当たっているのだからそれで良いのではないか」

「そもそも、天気を当てられるから何だと言うのですか」

　ついに私は声を荒げた。お父様の眉間に皺が寄り、強面をさらに際立たせる。しかし、一度堰を切ってしまった言葉は止まらない。

「お父様にもわかっているはずです。ううん、誰だって思っているけど言わないだけ。滅びの時は近いって」

「滅多なことを口にするものではない」

「私も今日までそう思って黙っていました。でも口にしないと事実とは向き合えません」

　私は食事の手を止めると、向かいに座る父をまっすぐに見つめた。

「ノイモントがただ祈り続けている間、峠向こう、大国グランツィアは魔法を再現して栄えていると聞き及びます。なんでも魔法科学というのだとか。助力を請うべきではないでしょうか？」

「そうは言っても、今やノイモントは魔界と蔑まれ、外交も断たれて久しい。請うたところで応じはしまい」

「だから諦めると？　やってみなくてはわからないではないですか。ノイモントは魔界などではないと、同じ人間が懸命に生きているのだと、知ってもらう努力をするべきです」

「一度根付いた噂を覆すのは難しい。まして相手は大国、我が国には差し出せるものなど何もない」

「でしたら私を差し出します！」

　自らの胸に手を当てて、私は高らかにそう宣言した。その時点では、単に売り言葉に買い言葉にすぎなかった。他国に助力を請うべきではないかとは前々から考えていたものの、なぜか縁談という発想がなかったのだ。口にしながら、この手があったと、ぱぁっとノイモントの空に光が射した気分になった。

「お父様、グランツィアに縁談を取り付けてはいただけませんか？」

　それまで興味なさそうに食事を続けていたお父様の手が、ピタリと止まる。口を半開きにしたまま動きを止めたお父様に、私はここぞとばかりに切り込んだ。

「縁談は他国と縁を結ぶとても効率的な手段です。たしかグランツィアには王子がいましたよね」

　お父様もまたフォークを置き、頭に手を当ててやれやれというように左右に振った。

「馬鹿なことを。グランツィアの王子と言えば――」

「天才と名高く、美しいその容姿から『太陽の王子』と呼ばれるとか。太陽の王子と呪い姫、なかなかお似合いだと思いませんか？」

「一体どこが似合いなのか。相手にされるわけがない」

「やってみなくてはわからないではないですか。やらなければ可能性も生まれません。どうかお願いです、お父様」

　席を立ち、私はお父様の傍まで歩み寄ると、その大きな手に縋りついた。

「私が弓を取り魔物と戦っても、桑を取り畑に出ても、満足なことはできません。でも他国との懸け橋となれるのは私しかいないはず。どうかお願いです。私の我儘をお聞き入れ下さい！」

　お父様の手が私の手を振り払おうとするのを、両手で押さえつける。しばしギリギリと攻防は続いたが、やがてお父様の深い溜め息が終戦を告げた。

「……わかった。使者を立てよう。だが返事があるとは思わん方がいい」

「ありがとうございます、お父様！」

「しかし……ないとは思うが、まかり間違ってことが運べば、お前自身も峠を越えることになる。あそこには恐ろしい魔物が封じられていると言い伝えられている。お前自身も命をかけることになるぞ」

「それは子どもを峠に近付けないための作り話でしょう。いずれにせよ、私はノイモントの王女。国のためなら命をかける覚悟くらいとうにできております」

「……何度も言うようだが、返事を期待はするな」

　胸に手を当て、得意げに言い放つ私に、お父様は諦めたように溜め息と共にそうこぼした。

　そして、事態はお父様の予想を大きく裏切ることとなる。






　そんなやりとりから、しばらく経って――

「儂は反対だ」

　グランツィアからの返事を前に、お父様は笑う子も泣き出すだろうという顔で、きっぱりとそう告げた。

「でも、お父様は言っていたではありませんか。ノイモントは魔界と蔑まれている、返事はあると思うなと」

「たしかに言った。だが、こんなふざけた返事を寄越されるくらいなら、門前払いの方がいくらかマシというものだ！」

　珍しくお父様が声を荒らげ、机の上に置かれた書状を片手で叩きつける。

　そう、返事があったのだ。それも、了承の返事が。

　だというのにお父様が怒りを露わにしているのは、それに添えられた『条件』のせいだった。

「一年以内に私が王子の心を開くことができれば、婚姻を認める。条件付きとはいえ、本来ならば相手にもされない話に応えてくれたのです。良しとせねば」

「儂にはとても応えたようには見えん。はなからまともに相手をする気などなかったのだろう」

「そう決めつけるにはまだ早いのではありませんか？　私たちだって、グランツィアとくだんの太陽王子のことを噂でしか知らないのです」

「……お前は裏切られることを知らんのだ」

「では、この件で学んでまいりましょう。もっとも、そうなるとは限りませんが」

　叩きつけられて皺の寄った書状をお父様から取り上げ、私はそれをそっと胸に抱き締めた。

「私はこの返事を、ノイモントの暗い空に差した一筋の光だと思います。行かせて下さい、お父様。私はきっと条件を果たし、このノイモントを暗闇の滅びから救ってみせます」






　こうして、私は峠を越え、ここグランツィアにやってきたというわけだ。

　渋る父をどうにか説得してグランツィアに返事をすると、ほどなくして兵士が迎えにやってきた。お付きや護衛の者はいないのか何度も確認されたけれど、あいにく私にはどちらもいない。外に出たがる者はもうとっくにノイモントを去っているし、残っているのは故郷を捨てられない者や峠を越えられる体力のない者、その家族ばかりだ。だから私一人で行くと言ったら、グランツィアの兵士たちが眉をひそめていたのをよく覚えている。

　しかしそれも、グランツィアに着いてみて納得した。お城にはたくさんの使用人がいて、身の回りの世話はぜんぶしてもらえる。慣れない太陽の光にくらくらしている間に、私は部屋に通されて、私の専属という侍女を二人紹介された。年は私よりも少し上くらいだろうか、二人ともキチッと髪を結い上げており、濃紺色のメイド服を着ている。しかし、その服の色が移ったのかと思うほど顔色が悪い。

「お世話になります。ヘルミーネ・ノイモントです」

　青い顔で立ち尽くしたまま動かない彼女たちに挨拶をすると、彼女らは「ひっ」と不思議な返事をしてから「お仕度をお手伝いいたします」と震える声で言った。びっくりして自分でできると何度も言ったのに髪を梳かれて結われ、綺麗なドレスを着せられて、そのときに、よその王族というのはお世話をしてもらえるものなのだと知った。

　それにしても、二人ともずっと手は震えているし、目は一度も合わせないし、相変わらず顔色も悪い。もしかして寒いのか、体調が悪いのではないかと尋ねたものの、それにも返事はなく、まるで私の声が聞こえていないかのようだ。だけどそれを問いただす間もなく私は王子様にお目通りすることになり、彼の部屋の前にぽんと置き去りにされたところである。

　どきどきしながら、扉を叩く。

　もし私が一年以内に王子の心を開くことができたら、夫になる人との出会いだ。

　それにしても、心を開くとはどういうことだろう。開くというからには、閉ざしているのだろうか。心を閉ざした状態とは、どういうものだろう。内向的で、お話が苦手な方なのかもしれない。それなら、「口から先に産まれてきた」などとお父様に言われる私は、相手にぴったりではないだろうか？

　そんな自分に都合の良いことを考えていた矢先だった。突然乱暴に扉が開いて、中から輝く金髪と、燃えるような赤い瞳の青年が顔を出したのは。

　その美しさに見惚れる間もなく、彼は開口一番、私の目をまっすぐ見据えてこう口にした。

「俺がお前を認めることは絶対にない」

　何を言われたのか、一瞬理解できなかった。この私に口を挟む隙を与えず、美しき王子は二の句を継ぐ。

「出ていけ。二度と俺の部屋には来るな」

　顔を歪めてそう吐き捨てると、彼は勢いよく扉を閉めた。

　これが、私とグランツィアの王子、ディートリヒ殿下との出会いだった。

「なるほど、心を開く……条件にするだけあって難しそうだわ」

　衝撃を受けたものの、条件には合点がいった。与えられた自室まで引き返していると、窓の外で、太陽が山の向こうに隠れようとしていた。それを見ながら、ふうと息を吐く。

　初めて見た太陽は、思ったよりもずっと眩しく温かかった。けれど噂の太陽王子は、その通り名に反してとても冷たい人のようだ。

　一年。あとたった一年の間に、あの取り付く島もない王子様の心を開かねばならない。そう思うと不安もあるけれど――

　だけど、峠を越えて初めて浴びた陽の光のことを、そして、それに照らし出された広く美しいグランツィアのお城とその街並みを、私は生涯忘れないだろう。

　ノイモントが光を取り戻そうと躍起になり、そして何も得られなかった五十年で、グランツィアは魔法科学という力を得て発展してきた。しかも、近年さらに力を得ている。

　もしグランツィアの助力が得られれば、その魔法科学とやらの恩恵を受けられれば、ノイモントもきっと豊かな国になるに違いない。そのためにも、『条件』は絶対にクリアせねばならない。

「まだ始まったばかりだもの。頑張らなきゃ」

　気合を入れるようにそう呟いて、前を向き、歩き出す。

　窓の外は、慣れた薄闇に包まれつつあった。

















第一章　相応しい淑女に












　グランツィアで迎えた、最初の朝。

　カッと瞼を突き刺す激しい光の洪水に、私は被っていたシーツのさらに奥へと避難した。

　眩しい。眩しすぎる。

　夜明けと共に容赦なく襲ってくる光の波から逃れようとすればするほど、太陽はどんどん輝きを増していく。そしてうるさいほどに騒ぐ鳥たちが、今日は一日中太陽が元気だと歌っている……気がする。

　なんてこと。昨日はおそらく曇っていたのだ。太陽の光を浴びて目覚めたいなどと考えて、昨日カーテンをわざと開けっぱなしにしていた自分を呪う。これでは本当に呪い姫である。

　朝食の時間はとうに過ぎている気がするのに、誰も起こしに来てはくれない。誰か来てくれれば、カーテンを閉めてほしいと頼めるのに。

　そんなことを考えながらベッドの中で唸っていたときだった、激しく扉が叩かれたのは。

「ど、どうぞ！」

　天の助けとばかりに返事をすると、ずかずかと部屋に入ってくる足音がした。

「まあ、まだ眠っているだなんて！　もうすぐお昼ですよ！」

　呆れた声が聞こえてきて、私は慌ててシーツの中から叫ぶ。

「あの、違うんです、起きてます！　どうかカーテンを、カーテンを引いて下さいませんか！」

　一瞬の間があったが、ややあってカーテンが閉められる音がする。それでようやく、私はシーツから這い出ることができたのだった。

「一体なんという恰好ですか、はしたない」

「すみません……ノイモントはいつも薄暗かったので、まだ太陽の光に慣れなくて……」

「いいですか？　いくら一年だけのこととはいえ、あなたはディートリヒ殿下の婚約者としてこの城にいるのです。そんな方が気やすく非を認めて詫びたり、言い訳したりするものではありません」

「は、はい……ごめんなさい。……あ」

　その咎めるような厳しい口調に、反射的に謝ってから、口を押さえる。そんな私をほんのちらりとだけ見てすぐに視線を外し、相手は額に手を当てて深々と溜め息をついた。

　改めてよく見れば、昨日紹介された侍女たちのどちらとも違う。彼女らより一回りくらい年配で、つり上がった眉は厳しそうで、片方の目の前に丸い縁のついたガラスを載せていて、侍女たちが着ている揃いのメイド服とは別の、飾り気のない深緑色のドレスを着ている。

「名乗りもせずに失礼しました。わたくしはアデルと申します。あなたの教育係を仰せつかりました」

「教育係……ですか？」

「ヘルミーネ様は自国を出たことがないとお聞きしております。であれば、グランツィアについて知らないことも多いでしょう。一年間とはいえ、城で生活するのであれば最低限の礼儀作法はわきまえるべきと、わたくしが陛下に進言しました」

　なんだか、やたらと一年を強調してくる気がする。だけど、陛下のお心遣いはありがたかった。

「ですが、教えることは他にも山ほどありそうです」

　ベッドに腰かける私の爪先から頭までを何度か往復させて、アデルさんが目を吊り上げる。

「まず、なぜこの時間までベッドの中に？　朝食は？　侍女は？」

「わ……わかりません。夜明け頃から眩しさに耐えきれず、ずっとシーツの中から動けませんでしたが、部屋に来たのはアデルさんが最初です」

「わたくしのことはアデルで結構」

「は、はい……アデル」

　ぴしゃりと言われて首を竦める。でも謝りかけたのはすんでのところで止める。口調がきつく、叱られているように感じるので、なんだか悪いことをしたような気になってしまうのだ。でもここは謝るほどのことではない……と思うけど、どうなんだろう。簡単に詫びてはいけないというのは難しい。

　などとぐるぐる考えて悩んでいると、ぐう、とお腹が物悲しい声を上げた。ぱっとお腹を押さえた私を見て、アデルさん……アデルが再び溜め息をつく。

「朝食を召し上がっていないというのは本当のようですね。侍女たちが大変失礼をいたしました」

「いえ、私が寝ていると思って遠慮したのかもしれませんから。それに彼女たち、顔色が良くありませんでしたし、震えていました。体調が悪いのかもしれません。一度確認してみて下さい」

「震えて？　……なるほど、そういうことですか」

「そういう……とは？」

　アデルが何を言いたいのかわからず聞き返すと、彼女は淡々とした声でこう答えた。

「実はあなたの教育係も、本当は別の若い者にやらせるはずでした。わたくしは既に一線を退いた身なのです」

「あ、はい」

　話が急に変わったせいでますますわからず、曖昧に返事をする。

「あなた付きの侍女になった二人は、昨日のうちに暇を申し出ました。それで新たに二人選び出されたはずですが、その者たちも今朝あなたの部屋を訪れなかった」

　そこまで聞いて、ようやく理解した。

　昨日紹介された二人の侍女が、一度も私と目を合わせなかったこと。問いかけに答えてくれなかったこと。彼女らの真っ青な顔と震える手。

　あれは体調不良などではなく、魔界から来た呪い姫への恐怖だったのだということを。

　誰も私の教育係を引き受けなかったのも。

　新しい侍女が起こしに来てくれなかったのも。

「……私が、魔界の呪い姫だから？」

　アデルはそうだとは言わなかったけれど、否定もしなかった。それが私の推測を確信に変える。

　またしても、なんてこと。まさか誤解を正す機会すらもらえないまま離れていかれるなんて。私が思うより、呪い姫の噂はより恐ろしく、より広く、このグランツィアに根付いているようだった。話せばなんとかなる、そう思っていたのは甘かったようだ。唇を噛んでいると、再びアデルが口を開く。

「たとえあなたの出自がどうであれ、殿下の婚約者としてお迎えせよと陛下が仰せになられたのです。下らない噂話を真に受けて仕事を放棄するなどもっての他。その二人については厳しく罰しておきますので、ご心配なく」

「ちょっ、ちょっと待って、アデル」

　容赦のないアデルの言いように、私は慌てて顔を上げた。自分の甘さを悔やんでいただけで、別にその二人を恨んでいたわけではない。いきなり得体の知れない者の世話をしろと言われたら尻込みしても仕方ない。むしろ申し訳ないと思っていたくらいなのに、罰まで与えられるなんて気の毒すぎる。

「罰しなくてもいいです。私だったら気にしていません。それよりも、ありがとうございます、アデル。下らない噂話だと言ってくれて」

「仮にも殿下の婚約者ともあろうお方が、気安く頭を下げるものではありません」

　嬉しくてお礼を言うと、またピシャリと叱られた。だけど、それでもきっと、会話してくれるだけありがたいことなのだろう。

「こちらへ。今日はわたくしがお召し替えをお手伝いいたします」

　そう言って手招きする彼女に従うと、慣れた手つきでドレスを着せられた。その後は椅子に座らせられ、髪を梳かれる。まるでお人形にでもなったようだ。だけどここで過ごすにはそれにも慣れないといけないのだろう。気を抜かないよう、ぴしっと背筋を伸ばす。

　アデルは、言葉こそ厳しいけれど、私の長い髪を梳く間、一度も引っ張られたり引っかけられたりすることはなかった。それが終わると、瞬く間に綺麗に結い上げられる。

「すごいわ。まるで魔法みたい」

「子どものような物言いをなさらないように」

　鏡越しに見ながら歓声を上げると、またまた叱られてしまった。それがもう本当に、雷でも落ちるような勢いで言われるもので、とっさに首を竦めてしまう。

「すみません。髪を結ってくれてありがとうございます」

「ほら、また。あなたも一国の王女なのでしょう。なのに、そのようにびくびくとした態度でどうするのです」

　また、というのは、礼を言うことを咎められているのだろうか。それとも詫びてしまったことだろうか。

　たしかに私は王女だけど、ノイモントは小さな国だ。私には侍女も教育係もいなかった。それより、暮らしの大変な民の力になることを考えてきた。よその国とはきっと全然違うのだろう。

「すみま……いえ。その……陛下や殿下、グランツィアの皆様に非礼のないよう、しっかり勉強したいと思っています。ですが、していただいたことにお礼を言うことも許されないのでしょうか」

　ぴく、と鏡越しに彼女の眉が動く。どうやらよけいなことを言ってしまったらしい。

「いいですか。あなたはディートリヒ殿下の婚約者ということでこの城に滞在しています。そのあなたが軽々しく下々に頭を下げることは、殿下の品位を下げることになるのです。わかりませんか？」

　正直なところ、よくわからない。でも率直にそう言っても怒られるだけだろうから、とりあえず自分の国のことを説明してみることにする。

「私の祖国ノイモントは、とても小さな国なのです。そしてご存知の通り、陽の光の射さない厳しい土地です。ですから王家も民も肩を並べ、力を合わせて暮らしていて……」

「まあ。やはり魔物が出る国というのはそのように野蛮になるのですね」

　野蛮、という言い方は少し引っかかる。でも、それ以上に気になることがあった。

「グランツィアには魔物がいないのですか？」

「もちろんです。そのような野蛮で邪よこしまなものは結界に阻まれ、国の中には入れません」

「そうなのですね。よかった、私は中に入れて。そこまで野蛮ではないということですよね？」

「まあ、魔物などと自分を比べるだなんて。この国にいる間、決して人前でそのようなことをおっしゃらないように」

　皮肉を言ってみたものの、またお小言が返ってきてしまった。

　これ以上機嫌を損ねるのは得策ではないだろう。お化粧をしてくれている間は、くすぐったさに耐えながらひたすらじっと口を噤んだ。

　それにしても、結界があるなんて。それも魔法科学とやらの力なのだろうか。

　もしその力を借りることができるのなら、魔物に怯え、鳴子の音に耳を澄ませることもなくなる。ここはやはり何がなんでも、ディートリヒ殿下の心を開かねば。

　決意を新たにしていると、アデルが化粧道具を片付け始める。やっと終わったようだ。

　身支度を整えるだけでまさかこんなに時間がかかるとは思わなかった。でもアデルの手際から察するに、これでもまだ短い方なのだろう。

「それでは、ひとまずわたくしはこれで。レッスンの前に軽食を運ばせます」

「あり……お願いします」

　うう、どうしても口をついて出てしまいそうになる。彼女はまた眉根を寄せたけれど、どうやらお小言は免れたようだ。

「よろしくお願いします、アデル。どうか私を殿下に相応しい、一人前の淑女にして下さい」

「……そうですね。あと一年もあるのですから、その必要があるでしょう。あなたが覚えるべきことはたくさんあります。しっかりと励んで下さい」

　またも一年という期間を強調してきたことに苦笑しつつ、私は頭を下げるのを堪えながら退室する彼女を見送った。






　そのあとすぐに、新しい侍女たちが食事を運んできてくれて、彼女らの給仕で私は遅めの朝食をいただいた。軽食とアデルは言っていたけれど、前菜にスープにお肉料理という、充分に豪華なものだった。そしてどれも素晴らしくおいしい。見た目も美しく、ソースや添えてある野菜がどれも色鮮やかなのが印象的だった。

　それらに舌鼓を打ったあとは、赤みのあるお茶が出され、少し濃い目だった味付けの余韻をさっぱりと流してくれる。

　だけど、新しい侍女たちもまったく話をしてはくれなかった。最初に紹介された侍女たちよりも若く、同じくらいの歳だったからきっと話しやすいと思ったのに、声をかけてもさっと向こうを向いてしまう。辞めたという侍女たちと同じく、目すら合わせようとせず、給仕の手は震えている。そんな様子が気にならないと言えば嘘だし、改めて噂の根深さに辟易としたけど、だからこそアデルが厳しいながらも向き合ってくれることには感謝できた。

　慌てても仕方ない。アデルの言葉を借りれば、あと一年もある。食事を運んでくれただけでも今はよしだ。部屋に来てくれるのなら、ゆっくり少しずつ誤解を解いていけばいい。

　食事を終えて、しばらくは満腹のお腹を落ち着かせるために本を読んで過ごす。それから、私は再びディートリヒ殿下の部屋を訪れることにした。本当は、もっとグランツィアの文化を学び、礼儀作法を覚えてからにしようと思ったのだけど、それには時間がかかりそうだ。あと一年、されど一年。時間は無駄にできない。

　一年間、殿下の部屋には自由に通ってよいことになっている。だから、物々しい警備の中、ゆうゆうと私は広い回廊を進んでいた。実際は誰も咎めないどころか、誰も目も合わせてくれないわけだけど……めげないし。

「ディートリヒ殿下、ヘルミーネです。入ってもよろしいでしょうか？」

　部屋の扉を叩いても返事はない。

「殿下、お返事だけでもして下さいませんか？　お加減が悪いのかと心配になります」

　それでもやっぱり返事はない。

「お顔を見せて下さらなくても結構ですから、お話だけでもしませんか？　私、先ほど朝食をいただいたのですが、ノイモントでは見たことのないお野菜ばかりで驚きました。香辛料なども少し違いますね。どれもとてもおいしかったです。中でもお肉の柔らかさが――」

　唐突に扉が空いて、憤怒の形相をした殿下が姿を見せる。よし、勝った。と思ったのは一瞬のことだった。

「やかましい！」

　アデルを遥かに超える超特大の落雷が、私の全身を打ち据える。

「昨日言ったことを聞いてなかったのか。魔界の人間は言葉も理解できないのか、この野蛮人め。俺は誰とも慣れあう気はない。とくにお前のようにうるさい女は声を聞くだけで頭痛がする！」

　私もよく喋る方だけど、そんな私でもよくもまぁというほど、ディートリヒ殿下が次々に罵詈雑言を並べ立てる。

　だけど……少なくとも口を利いてくれる。城の人たちに片っ端から無視されているからだろうか、それだけでも嬉しく感じてしまって、自然と顔に笑みが浮かんだ。

「殿下は、ちゃんと私の目を見て話をして下さるのですね」

　アデルも話はしてくれるし、他の人たちみたいに怯えているわけではなさそうだったけど、やはりあまり視線が合うことはなかった。ノイモントに来た迎えの兵士たちだってそうだ。グランツィアでディートリヒ殿下だけが、初めて私と目を合わせてくれた。

　そんな私の声に意表を突かれたのか、彼は一瞬押し黙ったが、すぐにまた氷点下の声が返ってくる。

「目を合わせたら呪われるなど、下らないほら話を信じると思ったら大間違いだ。俺は根拠のないものは信用しない」

「いえ、実際にほら話なので、殿下がそのような噂を信じていないことにほっとしました。私は人を呪ったことなどありませんし、もちろん呪術も使えません。それを殿下にわかっていただけて嬉しいです」

「そのペラペラと喋る口を慎め。今度研究の邪魔をしたら容赦しない」

「研究！　魔法科学の研究ですか？　私、かねてから興味がありました。今日話に聞いたのですが、グランツィアは結界に守られているとか。魔物を寄せ付けないなんて素晴らしいです」

「結界だと？」

　むっとしたように、ディートリヒ殿下がただでさえ不快そうな顔をさらに歪める。

「誰だ、そんなことを言ったのは」

「え、ええと……」

　もしこれで私が名前を出したら、アデルが怒られてしまうのだろうか。そう思って言い淀んでいると、その隙に付け込むように殿下がまくしたてる。

「魔法科学結界だ。二度と間違えるな。そして、二度と俺に声をかけるな。これが最後の忠告だ」

　そう言い残し、鼻先でバンッと扉が閉まる。

　……あそこで怯まなければ、もう少し結界について話を聞けたかもしれないのに。でも、慌てるのはよくない。それに、研究中ならあまり邪魔をするのもいけない。結界……じゃなくて魔法科学結界についてもう少し話を聞きたかったけれど、それはまたの機会にするとして。

　城内は自由に見てよいと言われているので、せっかくだから少し探索しようかな。

　……などと思ったことを、部屋に帰ったあとで、とても後悔した。

　あまりにも城が大きいので、すっかり迷ってしまったのだ。しかも、誰かに聞こうにも、みんな私を見ると目を逸らしたり、無視したり、たまに答えてくれても冷たく断られたりした。さすがの私もこれには堪えた。

　ぼんやりと部屋の窓から外を眺めているうちに、今日も陽が沈んでいく。夕飯の前にもう一度殿下の部屋を訪ねたが、今度はいくら声をかけても返事一つしてはくれなかった。






「姿勢が悪いです。もっと背を伸ばして」

　アデルの容赦ない声が飛ぶ。

　ディートリヒ殿下が会ってくれないので、私はひたすらお稽古に励んでいた。

　だけど作法のお稽古は、思っていた数倍きつかった。重くて動きづらいドレスを着こんで姿勢を伸ばし、綺麗に歩くのは思ったよりずっと体力も集中力もいる。足は靴擦れだらけだし、体のあちこちが筋肉痛で悲鳴を上げている。駆けまわったり弓を引いたり、時には畑を耕したりもしていたから、それなりに力や体力はある方だと思っていたのだけど、どうやら使う筋肉が違うらしい。

　それでも、弱音を吐くわけにはいかない。一刻も早く殿下に相応しい女性になって、殿下に、グランツィアの人々に認めてもらわねばならない。その一心で、今にもつりそうな足を前に動かした。

　だけどそんな私の意志とは裏腹に、カクンと膝の力が抜ける。

「あっ」

　と思ったときにはその場に崩れ落ちてしまっていた。見上げた先で、アデルが溜め息と共に両手を打ち合わせる。

「今日はここまでにしましょう」

「待って下さい。大丈夫です！　あと少しだけ、お願いします！」

「大声を出さないで下さい、はしたない。もうすぐ夕飯の時間です。一線を退いたといっても、私も暇ではないのですよ」

　すげなく言われ、食い下がろうとしたものの、ぐっとそれを堪える。

「……わかりました。アデルも忙しいのに、無理を言ってすみません。いつもありがとうございます」

「ほら、また。何度言ったらわかるのですか」

　終わってからも、アデルのお小言は止まらない。

　アデルに手習いを始めてからまだ日は浅いものの、どれも勉強になることばかりだった。座学は得意な方ではないが、グランツィアの歴史や文化はとても興味深かったし、集中して聞ける。作法は、なぜそうしなければいけないのか正直よくわからないこともあったけれど、それを守れば印象が良くなるというならば、むしろ楽だと思い直した。姿勢や歩き方などは、実際に鏡で自分を見てみると、たしかに美しいと感じる。だからきつくても我慢できた。

　でも、お礼を言ってはならないとか、自分の非を認めてはならないというのは、どうにも未だに納得できないでいた。

「アデル、グランツィアの流儀に反するのは重々承知ですが、やっぱりお礼やお詫びだけは言わせてくれませんか」

「必要ありません。私はグランツィア王家のことを思ってやっているだけで、あなたのためにやっていることではないので、謝辞をもらう理由がありません」

「でも、私が助かっているのは事実です。それにどのような理由でも、アデルが私のために時間を割いてくれているのも事実ではありませんか」

「でしたらどうぞご勝手に。それでは失礼いたします」

　パタンと扉が閉まる音を聞いて、私はそのまま床に体を投げ出した。こんなところを見られたらさぞ怒られることだろうと思うけれど、もうへとへとだった。

　……体だけでなく、心も。

　感謝が受け入れられないのって、感謝されないよりもきついかもしれない。

　たしかに、アデルは私のためじゃなく、グランツィアのために仕方なくやっていることで、正直迷惑なんだろうと思う。でも、だからこそありがとうと言いたいのだけれど、それは私の自己満足なんだろうか。

　考え出すとぐるぐると悩む。でも、アデルの人柄はなんとなくわかってきた。だからこそ悩むのだろうし、考えることがあるだけいい。

　ディートリヒ殿下とは、まだろくに口が利けてない。どうしたら心を開けるかなんて見当もつかない。そもそも、どうしてそんなに他人を拒絶するのだろう。

「でも……私の目を見て話をしてくれた」

　ぽつり、と独り言をこぼす。

　たったそれだけだとしても、心のよりどころが何もないわけじゃない。

　だから、痛む体をさすりながら私は立ち上がった。

「アデルに見ていてもらわなくても、教えてもらったことはぜんぶ覚えてる。一人でもやれることはあるわ」

　ぎゅっと両手を握りしめ、歩き出す。

　こうしている間にも、ノイモントの民は闇と魔物に怯えて暮らしている。それに比べればどうということはない。

　そう思って、痛む体を奮い立たせ、何度も部屋の端から端を往復していると、ほどなくして部屋の扉が叩かれた。

「お食事をお持ちしました……」

　部屋の向こうで、蚊の鳴くような弱々しい声がする。どうぞ、と声をかけると、侍女たちが食事の載ったワゴンを押してくる。

　しかし、あと三回往復すればちょうど百になると思って、それだけ済ませてしまおうと歩いていると、珍しく視線を感じた。それは、目が合えば逸らされる私にとって、なかなかない感覚だった。しかしそちらを見ると、ばっと侍女たちが顔を背ける。

「……あ！　違うの。これは呪いの儀式とかじゃないのよ」

　呪い姫が部屋で謎の行動をしていれば、今度は呪いの儀式を行っていたと噂されかねない。

「これは、今お作法を習っていて、歩く練習をしていて……あっ」

　歩くのをやめ、テーブルの方に向かおうとしたら、限界を超えていた足がもつれてしまった。あえなくその場で前のめりに転倒し、飾り棚にしたたか打ち付けたおでこをさすりながら起き上がる。

「ご、ごめんなさい。びっくりしたわよね。早く覚えようと焦っちゃって、もうへとへとで。みっともないところを見せてしまったわ。アデルには内緒にして」

　こんなみっともない転び方をしていたと知られたら愛想を尽かされてしまうかもしれない。慌てて懇願してしまってから、今度は言われた通りの振る舞いも言葉使いもできていないことに気がつき、咳払いをして取りつくろった。

「い、いえ、はしたないところをお見せしましたわ。どうぞ続けて」

　それまで呆気に取られたようにしていた侍女たちが、はっとしたように食事の支度に戻る。アデルに教わった高貴な言葉使いのおかげだろうか。

　でも、今は目が合った気がする。

　やっぱり、早く色々覚えてグランツィアに馴染まなきゃ。そのためには……。

「お二方、わたくし夜に本を読みたいのですけれど、この部屋にはロウソクがないのです。灯りを用意していただけると助かるのですわ……ですが？」

　今、変な喋り方をしてしまった気がする。もう少し自然に喋れるようになるまで無理をしない方がいいかもしれない。でも、実際に使っていかないと馴染まない気もする。

　またぐるぐる考えこんでいる私の耳に、小さな声が届く。

「灯りは、そちらに」

　喋ってくれた。答えが返ってきたことに感動しながら彼女が指し示した方を見るが、そこにはロウソクも火打石もない。困惑していると、おずおずと侍女が指したものを手にして戻ってくる。

「これがランプです」

　そう言って彼女が食卓に置いたのは、今まで綺麗な置物だと思って眺めていたものだった。金属の台座の上に、薄いガラス玉が載ったものだ。

「これが……？　でも、これが光っているのを見たことないわ」

　そう言うと、彼女は微かに震えている指先で、台座にある突起部分を押した。すると、ジジッと小さな音がしてガラスの中がぱっと光る。

「すごい！　あ、もしかしてこれが魔法科学!?　すごいわ！　お城の中で灯りを見かけることがあったけど、私てっきり火だと思い込んでいて。ここを押すだけで光るなんて、本当に魔法みたい！」

　思わず感動してペラペラ喋ってから、また視線を感じてぱっと口を閉じる。

「ごめんなさい。また、はしたないところを……」

　しかもさっきから謝りまくってしまっている。

　でも……ひとつ気づいた。私、みんなが喋ってくれないと思っていたけれど、私からも積極的に喋っていなかった。このお喋りな私が。

　みんなが目を合わせてくれないから。話しかけても無視されるから。避けられているから。

　でもそれで私が話しかけることをためらってしまったら、きっと、いつまでも溝は埋まらないままだ――ディートリヒ殿下とも。

　最後にディートリヒ殿下の部屋を訪れてから数日経った。もう少しグランツィアを知って、礼儀作法を身に着けてからと言い訳して、本当は行っても無駄だと思っていたのかもしれない。

　明日は、会いに行こう。そして、今度こそ何がなんでも顔を合わせるのだ。そうじゃなきゃ何も始まらない。まだ完全に板についたというわけじゃないけど、喋り方も、立ち居振る舞いも、何も知らなかった最初よりは少しはマシになったはず。

　それでも、少しでも知識を増やしておこうと、私はその夜教えてもらった方法で灯りをつけ、遅くまでアデルに借りた本を読みふけった。






　自分の姿を鏡に映し、頭のてっぺんから爪先まで何度も何度も視線を往復させ、細かいところまで入念に確認する。それから私は一つうなずくと、独り言をこぼした。

「よし、完璧……のはず」

　立ち姿も、歩き方も、ようやくアデルの合格が出た。少し夜更かししてしまったけど、借りた礼儀作法の本も読破し、完璧に覚えた。これなら、もう野蛮だなんて言われないはずだ。だから、今日はなんとしてもディートリヒ殿下にお会いせねば。

「殿下、ヘルミーネにございます」

　やっぱり返事はないが、今日は引き下がらないと心に決めているのだ。開かない扉を睨んで、改めて唇を湿らせる。

「わたくしは、婚約者として陛下から殿下にお目通りする許可をいただいております。開けて下さらないなら、わたくしが開けますよ」

　そう宣言して、扉に手をかける。鍵がかかっていてびくともしなかったが、そんなことは想定内だ。

「今日は是が非でも会っていただきたくて、わたくし、鍵をお借りしてきたんですの」

　これは無視しきれなかったのだろう。ガタ、と中で物音がする。

　ちなみに、嘘である。

　殿下にいつ会ってもいいとは言われているけれど、さすがに部屋の鍵まではもらっていない。扉が開き、私を見下ろした殿下も、すぐにそれに気づいたのだろう。忌々し気に彼は舌打ちをした。

「……謀ったな」

　いつにも増して凄絶な顔で睨まれる。反射的に謝罪の言葉が出そうになるが、ぐっとそれを堪えて、私は部屋の中に体を滑り込ませた。

　会えないで時間を無駄にするくらいなら、怒られる方がまだマシというものだ。

「条件付きとはいえ、わたくしは殿下の婚約者なのです。殿下もそれを尊重すべきではありませんか？」

　常に姿勢を正し、堂々と。振る舞いに気をつけながら述べるが、ふと部屋の中が薄暗いことに気がついた。どの窓も分厚いカーテンに覆われている。

「カーテンはお開けにならないのですか？　せっかくいい天気ですのに――」

「触るな！」

　カーテンを掴んだ私の手を、殿下がすごい勢いで叩き落とす。

「最初に言っただろう。俺はお前を婚約者などと認めない」

「わたくしのどこが不満でしょうか。殿下の婚約者として相応しいよう、精一杯努力します。以前は見苦しいところもあったかと存じますので、明るいところでもう一度よく見て、どうかお考えを改めて下さいませ」

「何をされようが俺の考えは変わらない。どれほど着飾り俺に媚びへつらおうが無意味だ。金や権力しか頭にない女になど興味はない」

「そんな。わたくしはただ」

「目障りだ。出ていけ」

　ぐい、と強く肩を押された瞬間、踏み留まろうとした足元がふらついた。寝不足が祟ったのか、激しい目眩がしてぐらりと視界が回る。とっさに近くのものに手をついたものの、掴んだそれごと床に倒れ、ガシャンと大きな音がした。

「……！　申し訳ありません！」

　サッと血の気が引く。何か倒してしまった。壊れていないか確認しようとするが、頭がふらついてうまく立てないでいると、胸倉を掴まれて引きずり上げられる。顔を上げると、目の前にディートリヒ殿下の顔があった。その表情は――まったくの無。

　憤怒でも、拒絶でも、表情があるだけまだマシと思えるくらい、ぞっとするほどの、無。

「殿下、何事で――」

　部屋の前に控えていた警備兵が、私たちを見て――いや、ディートリヒ殿下の冷たい顔を見て、か。途中で言葉を止めて立ち竦む。殿下はそれを歯牙にもかけず、形の良い唇から表情と同じくらい冷たい声を紡いだ。

「望むものをほしいだけくれてやる。だから今すぐこの城から出ていけ」

　目の前で言われているのに、どこか遠くから声がする気がした。

　頭の中が痺れたように何も考えられないまま、ぼろっと両目から涙がこぼれ落ちる。

「泣いて同情を買おうとしても無駄だ。ここの者は、そんな女はもう見飽きている」

「違います。私は……」

「二度と俺の前に現れるな」

　どん、と部屋の前に突き飛ばされ、なんとか体を起こした私の目の前で、バタンと無情な音を立てて扉が閉まる。

　それを見た瞬間、体中の力が抜けて、私はその場にへたりこんだ。

　どれくらい、そこでそうしていただろう。

　倒れたときに乱れたのか、結い上げたはずの髪が、俯いた目の前に垂れている。そんな私の様子は明らかに異常だったろうに、やりとりを見ていたはずの警備兵は、何事もなかったかのようにただ立っている。まるで私の姿など見えていないかのように。

　……いつまでもここにいたって仕方ない。部屋に帰るために、ふらりと私は歩き出した。

　一年もある。一年しかない。

　そんなことは何度も考えた。でも今考えてることは違う。

　あと一年も、ここにいなきゃならない。

　殿下を怒らせてしまった。もう望みなどないに等しい。城の人だって、優しくはしてくれない。髪を振り乱し、ふらふらと歩いていても、誰も私に声をかけたり、手を差し伸べたりはしない。

　空気になってしまったみたいだ。誰も私なんか見えていないみたい。

　そう思うと、取り繕うのも馬鹿らしくなってきた。姿勢を保つのも、覚えた歩き方も忘れた。これからどうすればいいんだろう。

　ぼんやりと顔を上げると、窓の外に鳥が飛んでゆくのが見えた。あの鳥と一緒にノイモントに帰れたらいいのに。

　そんなことを考えながらぼんやりと鳥たちを見つめていると、ふと、耳の奥がざわめいた。

「……雨？　雨が降るの？」

　今日は朝からずっといい天気だった。下を見下ろすと、シーツを広げているメイドたちの姿が見える。

　でも、雨が降るなんて言っても、きっと誰も私の声になんて耳を傾けないだろう。

　聞いてくれたところで、鳥に教えてもらったなんて言ったら不気味がられるに違いない。悪くすれば、私が呪いで雨を降らせたなんて言われるかも。

「……だから何、よね」

　ふと、唐突な独り言をつぶやく。それは、そんな自分の下らない考えへの返事。

　窓ガラスに映った私はひどい顔をしていた。髪を振り乱し、涙で化粧が落ちて、寝不足のせいでクマのできた顔は、まったく呪い姫そのものだった。

　私としたことが、お母様の言いつけを忘れていた。

　履いていた靴をその場に脱ぎ捨て、ドレスのスカートを両手でたくしあげて駆け出す。アデルが見たら卒倒するんじゃないかという恰好でそのまま階段を駆け下りて外に出ると、シーツを干していたメイドたちがぎょっとしたように私を見た。うん、空気じゃない。私は空気なんかじゃない。

「洗濯物をしまって。もうすぐ雨が降るわ！」

　ますます面食らったように固まる彼女らに構わず、私は真っ白なシーツに手をかけた。そうして次から次へとカゴに戻していると、すっかり聞き慣れたアデルの怒声が耳に届いた。

「一体何をしているのですか!?」

　そうして最後のシーツを回収し終えた私の手から、アデルがそれをひったくったとき。

　ぽつり、と頬に冷たい雨の雫が落ちる。

　はっとしたようにアデルが見上げた先で、青い空を瞬く間に雨雲が覆っていく。

「ほら、濡れちゃう。早くシーツを中に！」

　パン、と手を叩くと、今まで固まっていたメイドたちがさーっとカゴを持って城の中に入っていく。

「よかった。間に合って」

　強まっていく雨を顔に浴びながら、呟く私の手をアデルが引く。

「とにかくあなたも早く中に。なんてこと、裸足ではないですか」

「ごめんなさい。でも、早くしないと間に合わないと思ったから」

　雨は嫌いじゃない。久々に土の感触がするのも気持ちいい。だけどドレスを汚してしまっては申し訳ないから、詫びて城の中に戻る。

「あ……でもこれでは床を汚してしまうわ」

「……ここに座ってお待ち下さい。今お拭きします」

　こめかみに青筋でもたてそうな雰囲気で、アデルがくぐもった声を上げる。それからすぐに彼女は桶と手拭を持って戻ってきた。私は手を伸ばして、それらを受け取ろうとする。

「自分でやるわ」

「高貴な方がそのようなことをすべきではありません」

「そうね。でも私はまだグランツィアの人間ではないし、誰にも認められてない。高貴でもなんでもない。だからやっぱり自分でやるわ。やらなきゃいけないの」

　ぽかんとするアデルから桶を受け取り、かがんで足を拭く。

「靴も持ってきてくれたのね。ありがとう。それと、ごめんなさい。あなたにとって迷惑なのはわかっているけど、私は嬉しいの。だからお礼を言わせてね。あ、この桶はどこに戻せばいいかしら」

　アデルは黙ったまま、なかなか答えてはくれなかった。その場に人がいないわけではなかったのに、誰も私たちには声をかけない。ただ雨の音だけ聞きながら、辛抱強く待っていると、ふとアデルと目が合った。そのとき初めて、私は彼女の瞳が綺麗な空色なのに気がついた。

「アデルの瞳、晴れたグランツィアの空みたいね。今まで知らなかったわ」

「……こちらです」

　ふい、とアデルが私に背を向け、歩き出す。

「ありがとう」

　その背に微笑んでもう一度お礼を言うと、私は彼女を追って歩き出した。

　何一つ状況は変わってないけど、さっきよりずっと足が軽く思えた。

















第二章　開いた扉












「……それでね、私のこの黒髪はおばあさま譲りらしいの。私が生まれる前におばあさまは亡くなってしまったのだけど、とっても美しい方だったらしくて。私もおばあさまみたいになりたいと思って髪を伸ばしているのだけどね、そしたらノイモントに来た行商人が私を見て魔女だと思ったらしくて」

　今日も目を合わせず給仕をする侍女たちに、私は一人でペラペラと喋り続けていた。

「ノイモントの姫には、昔から動物や自然の声を聞く力が備わっていて、私も少しだけ聞こえるのね。それもまた不気味だったみたい。全然大した力じゃないんだけど、魔物が近くにいるって教えてくれたり、お天気がわかったり、便利なことも少しだけあって。だから、もし天気が知りたいときは私に聞いてね」

　慎ましく過ごすのは、もうやめた。どっちみち嫌われるのなら、無理したって仕方ない。……とは思うけど。

「ごめんね、私、お喋りなの。うるさかったらそう言ってね。気をつけるから」

　ディートリヒ殿下の前でやらかしてしまったばかりなので、そう付け加えておく。それから用意された食事に目を向けた。

「今日もとってもおいしそう。いつも食事を運んでくれてありがとう。それに、配膳もとっても綺麗。シルバーもいつもピカピカで鏡みたい」

　スプーンに映った自分の顔を見ながら言うと、ぷっと噴き出す声が聞こえた。驚いて顔を上げると、侍女の一人がぱっと顔を背ける。

「ちょっと、ノイン！」

「も、申し訳ありません！」

　もう一人が短く叱責し、笑った方の侍女が慌てて頭を下げる。

「ううん、笑ってくれて嬉しい。目を合わせるのが怖いなら後ろ向いていてもいいから、お話してほしいわ。あと何か月も独り言を言うのは、さすがに私もちょっと大変そうなの」

　おどけて言うと、ノインと呼ばれた侍女は、またクスクスと笑った。それをもう一人の侍女がたしなめる。

「アデル様に叱られるわよ。王族の前で笑ったりしたら」

　ノインがぱっと両手で口元を押さえるのを見て、私は二人の間に割って入った。私としては王族として距離を置かれるより、笑って気さくに話してくれる方がずっといい。

「私もよくアデルには叱られるのよ。王族らしからぬ振る舞いをしてはいけないって。でも、たしかに私は王女だけど、畑を耕したり裁縫をしたりするのも好きだから」

「王女様が、畑や裁縫を……？」

「やっぱり変よね。お転婆娘だってお父様も呆れていたわ。だからここではお淑しとやかにしていようと思ったのだけれど、失敗してしまったの。……殿下に、取り返しのつかないことをしてしまった」

　あのときのことを思い出すと、やっぱり気分が沈む。

「開き直ってるわけじゃないけど……どうすればいいのか、まだわからなくて。殿下に相応しくなろうと努力したけれど、それもなんだか空回りだった気がして……」

　ふと、場がシンとなっていることに気がついて、口を噤む。せっかく笑ってくれていたノインが、神妙な顔になってしまっている。

「あ……ごめんなさい。愚痴になってしまったわ。せっかくの食事が冷めてしまうわね。いただくわ」

　そう言って、私は簡単に食前の祈りを捧げた。それから食事に口をつける。

「……あの」

　一通り食べ終わったころ、ノインがおずおずと口を開いた。

「ディートリヒ殿下は、誰にも心を開かないお方です。誰も殿下の笑ったお顔を見たことはありませんし、どんなに美しいお姫様も、殿下のお心を動かすことはできませんでした。何があったのかわかりませんが、そうお気になさらなくともよいと思います」

「……ありがとう。あなた、ノイン？　そう呼んでもいいかしら？」

「はい。すみません、今まで名乗りもしないで。名前を教えたら……その」

「呪われるとでも言われていた？」

　言いづらそうに口ごもるノインに、おどけた調子で当ててみせる。気まずそうにしているところを見ると、正解だったのだろう。大方おおかたそうじゃないかと思っていて、私からも強く聞けずにいた。

「それでも、私に名を呼ぶことを許してくれてありがとう」

　驚いて目を見張る彼女にもう一度笑いかけ、私はお茶を飲もうとしていたのをやめると、改めてもう一度お礼を言った。






　私から歩み寄らなければ、溝が埋まることはない。今日、ノインと少しだけど打ち解けることができて、改めてそう思った。

　だけど、ディートリヒ殿下に対しては、私は手段を誤ったと思う。あれは歩み寄りなんかじゃなかった。冷静になればなるほどひどいことをしたと悔やむけれど、いくら悔やんだってもうやり直せはしない。

　だけど、せめて謝りたい。その一心で、私はまた、決して開かない扉の前に立つ。

「ディートリヒ殿下。……ヘルミーネです」

　やっぱり扉は開かないし、返事も聞こえない。もしかしたら聞こえてもいないかもしれない。それでも、私は言葉を続けた。

「昨日は申し訳ありませんでした。騙して扉を開けさせて、無理に押し入って、殿下の部屋のものを壊して……謝って済むことではないとわかっていますが、それでも……ごめんなさい」

　扉の前で頭を下げる。謝らなければいけないことは他にもある。

「それから、昨日殿下は私のことを、金や権力しか頭にないとおっしゃいましたよね。たしかに私は自国のために政略的な結婚を申し出ましたから、そのように言われても仕方ありません。でも、王族といっても私たちも一人の人間ですもの。打算で心を動かそうとされるなんて嫌に決まっていますよね。それも、本当にごめんなさい」

　どうして殿下が心を閉ざしてしまったのか、私は知らない。

　それもわからないでこじ開けようとしたって、そんな相手に心を開こうと思うわけがない。

　ディートリヒという一人の人間のことを何も知らないのに、私は自分の都合のためだけに利用しようとしていた。それについては申し開きのしようもない。

「でも……利益のみを考えているわけではないのです。きっかけは政略的なものでも、夫婦となるならちゃんと愛し合いたいと思っています。だけどそれには、私はあまりにも殿下のことを知りませんし、殿下も私のことを何も知りません。だからこそちゃんと話がしたいのです。その上で殿下が拒否されるのならば、もうこれ以上の我儘は言いません。研究のお邪魔はしたくないので、一日一分だけで構いません。お顔を見せなくても構いませんし返事もいりません。一分だけ私に時間を下さい。……今日はこれで失礼します」

　結局は我儘だ。だけど、ノイモントの、お父様のことを思うと、私も簡単には諦められない。

　返事はなかった。でも、駄目だとは言われなかった。

　それだけを希望に、私は一礼すると踵を返した。






　それから私は、毎日決まった時間に、一分だけ殿下の部屋の前で話をした。

　陽の射さない、ノイモントの話。そこでの生活。畑を耕したこと。みんなで魔物を追い返した話。去年生まれた子山羊のこと。

　毎日少しずつ話をした。約束の時間を越えないよう、でも無駄にもしないように、前の日の夜にどんな話をしようか考えてあらかじめ手短にまとめていた。きっとそうしておかないと私はずっと話し続けてしまうから。

「うーん……明日は何を話そうかしら」

　紙とペンを目の前にして、そうやって唸る時間は嫌いではなかった。扉が開いたことも返事があったこともないけれど、もはや日課となってしまっていた。

「何をしていらっしゃるのですか？」

　部屋の掃除をしてくれていたノインが、机を覗き込んで声をかけてくる。

「殿下にお話しすることを考えているの」

「えっ、あのディートリヒ殿下が会ってお話をされているのですか？」

「ううん。私が一方的に喋っているだけよ」

　ひらひらと手を振って、ノインの言葉を否定する。

「毎日何か書かれているなと思っていましたが……日記かと思っていました」

「あまり長く話してはご迷惑だろうから、先に短くまとめているの。ほら、私ってお喋りでしょう？」

「たしかに……あ、いえ、失礼しました」

「いいのよ、別に。お父様や国のみんなにも言われていたし」

　アデルほどではないにせよ、もう少し王女らしく振舞えとお父様にはよく叱られたものだ。

「でもわたし、ヘルミーネ様のお喋りを聞いているの、楽しいです」

　ここ数日で、すっかりノインとは親しくなった。だけど、もう一人の侍女はこのところ姿を見ない。それを問い詰めることはしていないけれど、少し気になることはある。

「……でも、ノインは大丈夫なの？　呪い姫と話すと呪いをかけられる、とか言われてない？」

「そういうこと言う人もいますけど、わたしは平気ですよ。アデル様が叱ってくれますし。下らない噂を信じるなって」

「アデルならそう言うわね。今度お礼言わなきゃ。きっと軽々しくお礼を言うなって叱られるけど」

「言いそう。アデル様はお家柄がいいから、そういうところに厳しいんです。わたしは平民なのでよくわかりませんが」

　うーん、とノインが自分の頬に手を当てて唸る。

「そうなの？」

「はい。アデル様は亡き妃殿下付きの侍女で」

「……というと、ディートリヒ殿下のお母様？」

　ディートリヒ殿下もお母様を亡くしているのか。

「どんな方だったんだろう。ディートリヒ殿下のお母様なら、きっととても美しい方ね」

「ええまぁ……彫像のように美しく、笑った顔は誰も見たことないとか。平民と口を利かないことで有名でした。そんな妃殿下に抜擢されたことを、アデル様はとても誇りに思われていたようです。そういえばディートリヒ殿下は妃殿下が亡くなったときまだ五歳でいらっしゃいましたが、涙ひとつお見せにならず、国民の間では太陽の王子と呼ばれていますが、城内ではもっぱらこのお三方を指して『氷の三柱みはしら』と」

　ホウキを杖のようにして持ちながら、ノインがペラペラと城内のゴシップをまくしたてる。

　こんな感じで私の呪い姫の噂も広がっていったのだろう……。

「なので、ヘルミーネ様がずいぶん気さくなのに驚きましたが、何か仕事するごとにお礼を言って下さるので、わたしはお掃除するだけでも楽しいです」

「本当に？　無理してない？」

「むしろヘルミーネ様が大丈夫ですか？　呪いとか言われたり、殿下に冷たくされたりして。わたしなら心が折れていますよ」

「冷たくされてるのは、私の自業自得でもあるから。大丈夫、私、元気だけが取り柄だし、それに今はノインが話し相手になってくれるし。あ、そうだ、明日は殿下にノインの話をしようかしら」

「え……殿下にわたしの話を、ですか？」

「ええ。ノインのおかげでとっても楽しく過ごせていますって」

「そんなこと書いたら、嫌がらせに侍女を替えられたりしないでしょうか」

「大丈夫。そんなことをする方じゃないわ」

「どうしてわかるんですか？」

「なんとなくだけど」

　紙にペンを走らせながら、曖昧に返事する。

　たぶん、そんな嫌がらせをするくらいなら、他になんらかの手段で私が部屋に来るのをやめさせていると思う。返事はしてくれないけれど、やめろと言われたこともない。

　本当にどうでもいいだけかもしれないけど……それでも今は、私の我儘を許してくれている。

「よし、できた――」

　書き終えた文章を、一分に収まるか実際に読んでみようとした、そのときだった。なんとも言えない嫌な感じが、背中を走り抜けたのは。

「ヘルミーネ様？」

　怪訝な顔で名を呼ぶノインに返事をする余裕もなく、立ち上がって部屋の窓を開け放つ。

　声が聞こえた気がしたのだ。それは人間の声や言葉ではなく、獣や自然の囁きに似た、人ならざるものの声。耳で聞こえるものではなく、意識を集中して、感覚を研ぎ澄ませることで頭の奥に入ってくるそれは、ざらつくような、ひりつくような、悲痛な色を帯びていた。なんとなく、わかる。きっと助けを求めている。

　だけど、どこから聞こえてくるのかわからないし、どこに向かえばいいのかがわからない。しばらくして、私は窓を閉めると、ノインを振り返った。

「ごめん、ノイン。ちょっと城の中を歩いてくる」

　ぽかんとしているノインにそう言い残して、部屋を飛び出す。いくら窓の外に意識を向けても、何もわからなかった。たぶん、外ではないのだ。確証はないけど。

　目を閉じて、私は感覚だけを頼りに歩き出した。何度か壁にぶつかったり、段差で転んだりしたし、その都度異様な視線を感じた。目を開けると、色の人たちが気味悪そうにこちらを見ていたが、すぐにみんな目を逸らす。……今は気にしない。また目を閉じて歩き出す。感覚を極限まで高めるために、できるだけ他の情報を遮断したかった。

　こんなことをしていたら、また変な噂が立つかもしれない。なのに、どうしてここまで必死に声の主を辿ろうとしているのか、自分でもわからない。

　でも胸騒ぎがした。声が何を伝えたいのかはわからないけど、無視してはいけない気がしたのだ。それも感覚に過ぎないけれど。

　そして目を開けると、ディートリヒ殿下の部屋の前に立っていた。その瞬間、それを待っていたかのようにふっと声が掻き消える。ここだ。間違いない。……でも。

「……殿下？　ヘルミーネです。お約束の時間でないときにすみません」

　毎日定刻に一分。返事は要求しない。そう言い出したのは私自身だ。これは約束を破ることになる。

　……でも、いい。もしそれで追放されたとしても、ディートリヒ殿下が無事ならそれでいい。今まで、これほどはっきり声が聞こえたことはなかった。体が震えるほど、嫌な予感に突き動かされることも。

「殿下、一度だけでいいのです。ご無事ならどうか返事をして下さい！」

　耳を澄ませるが、返事はない。だけど――

　ガシャンと、何かが音を立てた。激しく何かが割れる音だ。返事の代わりにしては物騒である。それまで私を見て見ぬふりしていた警備兵も、さすがに異変に気づいて扉を叩く。

「殿下!?　いかがされましたか!?」

「鍵は？　殿下のお部屋の鍵はないのですか!?」

「職務上持ってはおりますが……勝手に部屋に入っては、ディートリヒ殿下からどのようなお叱りを受けるか……」

「貸して。もし怒られたら呪い姫に無理やり奪われたって言ってもいいから！」

　ためらう警備兵から鍵をひったくり、部屋の扉を開ける。

「ディートリヒ殿下、失礼しま――なに、これ！」

　部屋を開けたとたんに、黒い煙のようなものがぶわっと外に漏れていく。何かよくわからないけれど、こんな部屋にいたら絶対に具合が悪くなる。換気のため手あたり次第に窓を開けていると、窓から差し込んだ光が床に倒れているディートリヒ殿下を照らした。

「殿下!?　しっかりして下さい！　誰か、お医者を呼んで！」

　その体を抱え起こして叫んでいると、腕の中で殿下が呻いた。

「――離せ。なんともない。触るな」

「なんともないわけないじゃないですか。お医者さまに診てもらわないと駄目です」

「それで恩を売ろうという腹積もりか？　部屋には光に弱い研究素材もある。お前のせいで台無しだ。ただで済むと思うなよ」

「私はどうなってもいい。殿下のお体の方が大事です。国を出ていけというなら従いますから、お願いです。ちゃんと休んで下さい……！」

　言葉こそ棘があるものの、声は絞り出したように掠れていた。顔色もひどい。今、体に触れて気がついたけど、ひどく細い腕だ。倒れたのはさっきの異臭のせいだとしても、もともと良い健康状態には思えない。

「病にかかっては研究もできません……ですからお願いです……」

　この声、この顔色、そして痩せた体。それは嫌でも病床のお母様のことを思い出させた。

「……なぜ、泣く……」

　そう問われて、涙をこぼしていることに気がつく。お母様のことを思い出したからだけど、それに答える前に、ディートリヒ殿下は意識を失ってしまった。






　その翌日のこと、私は陛下に呼ばれて支度を整えていた。

　グランツィアに来てからというもの、実はまだ一度も陛下にご挨拶できていなかった。もちろん何度も謁見を願い出たけど、多忙ということで叶わなかったのである。それが急に呼ばれたものだから、がらにもなく緊張していた。

　来たばかりのときの方が、たぶん軽い気持ちで会えたと思う。ノイモントとグランツィアの差をあまり理解していなかったから。でも知った今となっては、グランツィアの礼儀作法が頭に入ってからでよかったと思う。

　謁見の間で控えていると、ほどなくして現れた陛下が玉座に腰を下ろし、私は深々と頭を垂れた。

「なかなか時間を取れずに申し訳ない、ヘルミーネ王女。面を上げよ」

「はい」

　返事をして顔を上げる。

　私の父より、少し歳上だろうか。だけど面差しは温厚そうで、少しほっとする。ディートリヒ殿下とはあまり似ていない気がするけど、表情の差だろうか。陛下は温和な笑みを湛えてこちらを見下ろしていた。

「お会いできて光栄です。ヘルミーネ・ノイモントにございます。その節は、私の身の程知らずの我儘に寛大なお返事を下さり、ありがとうございました」

「うむ。暮らしには困っていないか」

「はい。充分すぎるほど良くしていただき、重ねて感謝いたします」

　噂には困ったり参ったりすることもあるけれど、着るものや食べるものまで、もとの暮らし以上に良い待遇をしてもらっているのは事実だ。そのことについてはお礼を言わなければとずっと思っていたので、やっとその機会が得られてよかった。

「……して。先日は息子の危ないところを救っていただいたと聞き及んでいる。王女が部屋に押し入ってくれなければ気づくのが遅れていただろう。発見が早かったおかげで事なきを得た。礼を言わねばなるまいな」

「いえ、わたくしは何も。ディートリヒ殿下がご無事とお聞きし、ほっとしました」

　言いながら、実際に心からほっとしていた。あれからディートリヒ殿下がどうなったかはずっと気になっていた。

「しかし、なぜディートリヒが倒れているとわかった？　それまではろくに会えてもいないような状況だったようだが」

「それは……」

　警備兵すら気がつけなかったのに、なぜ私だけが殿下の危機に気がつけたのか。いずれは問いただされると思っていたけれど、まさか陛下直々にとは思っていなかった。不思議な力がある、までならまだしも、その力でわかりましたなどという都合のいい話を果たして信じてもらえるだろうか。そもそも、今までせいぜい魔物の気配や天気くらいしかわからなかったのだし、殿下を助けられたことはたまたまとしか言いようがない。いずれにせよ、正直なところを言うほかないので、ありのままを説明する。

「……ノイモント王家の姫は、精霊や自然などの人ならざるものの声を聞く不思議な力を持つといわれ、わたくしにも少しですがその力が備わっております。予知や予言というにはあまりにも曖昧で不確定な力ではございますが、今回は幸運にも殿下をお救いすることができ、わたくしもほっとしております」

　口にしてみると、我ながらなんとも胡散臭い。言葉使いを取り繕っているものだからよけいにそう感じる。

「なるほど。いや、今回王女を招いたのは、ノイモントについて知らないことが多いということもあったのだ。近年は国交もなかったものでな」

「ありがたきお言葉にございます。ご存知の通り、ノイモントは陽の光の射さぬ『夜』の土地でございます。それゆえ魔界などと呼ばれてはおりますが、民は厳しい土地でも希望と笑顔を失わず身を寄せ合い懸命に生きております。ただ、近年は不作が続き、魔物も増加しておりまして……」

「なるほど。では、ディートリヒの危機を救った礼に、食料や武器などを援助できるよう手配しよう」

「……陛下のお心遣いに感謝いたします」

　魔法科学については触れられなかった。まあ、条件を達成したわけではないから当然か。しかしながら、食料や武器の援助だけでも充分にありがたいことなので、心からの礼をする。

「今後も王女の働きに期待しておるぞ」

　つまり、これ以上の――魔法科学の援助がほしければ、やはり条件を達成するしかないというわけだ。

「はい。必ずやご期待に沿ってみせます」

　陛下の手前、そして自らの目的のため、そうは言ったものの――

　部屋に戻ると、私は深々と溜め息をついた。

　結果的にディートリヒ殿下を救ったことにはなったけど、私は殿下との約束を破って、また勝手に部屋に入り、今度は殿下の研究素材を駄目にしてしまった。

　しかもこの状況、私が殿下を呪ったとかいう噂が立ってもおかしくないのではないだろうか。頭を抱えていると、ノックの音がしてノインが声をかけてきた。

「ヘルミーネ様、お部屋の掃除をしてもよろしいでしょうか」

「ええ、いつもありがとう……お願いするわ」

「ヘルミーネ様が殿下の危ないところをお救いになったと城中で評判ですよ。さきほど殿下もお部屋にお戻りになったようです」

「本当？　よかった。……ねえ、私が呪ったからとか噂になってない？」

　噂が出回るのって本当に早い。どういう評判なのかが気になって聞いてみると、ノインはホウキを片手に「うーん」と首を捻った。

「本当に呪いなんて信じてる人、ごく一部だと思いますけど」

「ええ？　でも、ノインも最初は私に怯えていたわよね？　それは呪われると思っていたからじゃないの？」

「厳密には、呪われるから怖い、というわけではなく……魔界の呪い姫という言葉の印象から、魔物を飼っているだとか、怪しい呪術を使うだとかの憶測が飛び交って、そこからさらに、気に入らない相手は呪い殺すかもしれない、絶対に失礼をしてはいけないみたいに広がって、最終的に『目を合わせてはいけない、失礼があったら殺される』に落ち着いたんです。呪われるから怖いというより、みんながそう言うから怖いんですよ」

　ノインの言うことは、わからないでもない。ノイモントでも峠には伝説の魔物が封じられているなんて言われていたけど、そんなもの実際にいるかは怪しいところだ。正直私は信じていない。だけど子どもの頃は、どんなに恐ろしい魔物なんだろうと見たこともないその魔物を想像するだけで眠れない夜があった。

　とはいえ、失礼があったら殺されるというのはひどすぎる気がする。

「噂がそういうものっていうのはわかるけど、それでも飛躍しすぎじゃないかしら」

「妃殿下のことがあったからかもしれません。失礼があった侍女には鞭を打つこともあったようですから、では魔界の姫ならばもっと恐ろしいことをするに違いないっていう……。でも実際話してみたら全然そんなことなかったし、城のみんなだってもう、噂が間違っていたって気づいていると思いますよ。ねえ、セア？」

　シーツを替えていたもう一人の侍女にノインが悪戯っぽい視線を送り、彼女はびくっと肩を跳ねさせた。それから、おずおずと私を振り返り、口を開く。

「ご……ごめんなさい、ヘルミーネ様。噂を真に受けて、ずっと失礼な態度を……」

「そんなの、気にしてないわ！　嬉しい、やっと喋ってくれた。あなたはセアというのね」

　もう一人の侍女、セアに、私はぱっと駆け寄りその手を取った。

「ほかの子から聞きました。ヘルミーネ様のおかげで洗濯物が濡れずにすんだって。怖い人だと思い込んで目も合わせず、すみませんでした」

　驚いたように繋いだ手に視線を落としながら、セアがそう詫びてくれる。ノインも近くまで来て、私たちを交互に見ながらまた口を開いた。

「みんなヘルミーネ様を憶測で避けていたから、今更話しかけづらいだけですよ。ねえ？」

「はい。こんな態度を取って、きっと怒っていらっしゃると……」

「怒ったりしていないわ。それどころか今とっても嬉しいの。これからはセアもたくさんお話してね」

　思わずはしゃいだ声を上げてから、しかし一転して私は俯いた。

「あ……でも、殿下に国に帰れって言われるかもしれないんだった……。また部屋に押し入ってしまったし……」

「さすがに助けてもらったのにそんなこと……いえ、殿下なら言いかねませんが……」

　フォローしようとしてくれたノインの声が、途中から元気を失う。そこは、気休めでも否定してほしかったんだけど。

「なんせディートリヒ殿下に泣かされた女は数知れずですからね。それに対して陛下も強くは言えないようですし」

「そう……それはどうして？」

　実は、以前から気にはなっていた。グランツィアほどの大きな国の王様が、どうして魔界の呪い姫などに、大事なご子息の心を開けなどともちかけたのだろうと。国交がない、つまり利害関係がなくて言いやすかったのだとしても、どうにも違和感が拭えない。

「それは、ディートリヒ殿下が天才だからです。魔法科学をここまで発展させたのは、ひとえにディートリヒ殿下のお力ですからね。だから、ディートリヒ殿下が研究に没頭して部屋から出てこなかろうが、縁談を手酷く断ろうが、誰も何も言えないんです」

「ちょっとノイン、不敬だわ。誰かに聞かれたら……」

「城の人はみんな知ってるでしょ、そんなこと」

　なるほど、少しわかってきた。ディートリヒ殿下は何も好き勝手をしているわけではなく、ちゃんと国に貢献しているのだ。それも、かなり多大な貢献を。でもまったく表に出てこない、年頃になっても結婚する気配がないので、陛下は気を揉んでいる、と。

　それでも私が同じことをしたら、きっとお父様は王女としての振る舞いや責任がどうとか言って、雷を落とすだろう。こんなに大きな国で、礼儀作法やしきたりも厳しいのに、親子の間はなんだか距離を感じる。いや、逆に大きな国だからか。

　ふと見ると、さっきはノインをたしなめていたセアも、ノインに引きずられてあれこれ噂話を始めている。

「二人とも、私、ちょっと殿下のところに行ってくるわね」

　苦笑してそう言うと、私は二人を置いて部屋を出た。

　一分間、何を言うか決めていないけど、病み上がりだし……今日はお大事にとだけ伝えられればいい。






　ノインによれば、もう悪い噂は流れていないとのことだったので、殿下の部屋へ向かう途中あちこちの人をじっと眺めてみた。すると、たしかに以前ほど露骨に目を逸らされることはなくなっていた。すれ違った人にぺこっと頭を下げてみたら、相手も会釈をしてくれる。

「あの！」

　嬉しくなって、話をしているメイドたちに声をかけてみると、彼女らは恐縮した様子ではあったけれど「なんでしょうか」と返してくれた。

「今日は一日晴れですよ！」

「あ、ありがとうございます」

　多少面食らったようにはしていたけれど、謝辞が返ってきて、いよいよ私はにんまりした。手ごわかった噂だけど、やはり噂は噂に過ぎない。辛い日もあったけど来てよかった。だって、ここに来なければ永久に魔界の呪い姫としてしかグランツィアの人々の記憶に残れなかったわけだもの。

　その事実に力づけられて、ディートリヒ殿下の部屋の前まで来る。

「ディートリヒ殿下、ヘルミーネです」

　お大事に、と。それだけではすこしぶっきらぼうか。

　でも、お大事になさってください……だけでは少し冷たいような気もする。

　お加減はいかがですか、お大事になさって下さいね、あたりが無難だろうか。

　そう決めて口を開きかけたとき、唐突に――扉が開いた。

「あ……」

　私はあれ以来、それを決して開くことのない開かずの扉だと思っていた。呆気に取られて何も言えないまま、ただただ唐突に目の前に現れたディートリヒ殿下をぼうっと見上げる。

「何を呆けている。俺に会うのがお前の目的だったんじゃないのか」

「そ、そうですけど。もう二度と開けてはくれないと思っていたので」

「じゃあなんのために毎日毎日通っては下らない話をしていたんだ、お前は」

　毎日一生懸命考えていた話を下らないと言われて落ち込んだものの、ふと気がついた。ということは、毎日聞いてくれていたんだということに。

「……勘違いするなよ。ただ聞きたいことがあるだけだ」

　希望を掴みかけた私とは対照的に、彼は冷めた目でそう吐き捨てる。

「なぜ、俺が倒れているとわかった？」

「陛下から何もお聞きになっていないのですか？」

　同じことを陛下に聞かれて説明したあとだから、少しは何か聞いているかと思ったのだけど。

「父とは会っていない」

「お倒れになってから一度もですか？」

「死んだわけでもあるまいし、それくらいでいちいち会うことはない。多忙だからな。部屋から出ない俺と違って」

　ディートリヒ殿下が口の端を持ち上げ、皮肉めいた笑みを浮かべる。

　どうやら陛下がなかなか私と会ってくれなかったのは、魔界の呪い姫だからというわけではなく、本当に忙しかったようだ。それはそうか、こんなに大きな国だもの。他国と関わりがなく、民も少ないノイモントとは話が違う。きっと各地各国から陛下に謁見したい人が後を絶たないに違いない。

　でも、肉親が倒れても会えないなんて、寂しすぎる。いつも仏頂面のディートリヒ殿下がようやく笑顔を見せてくれたというのに、こんな笑顔ではとても喜べない。その笑みもすぐに消し、彼は話しを戻した。

「そんなことよりさっさと質問に答えろ。暇じゃないんだ」

「な……なんとなくです。でも、私が呪ったわけじゃないですよ。私が呪い姫などと呼ばれているのはただの噂で」

「そんなことはわかっている」

　急かされて、考える暇もなく、陛下に答えたことよりもだいぶ適当な、そしてよけいなことまで取り繕った言葉が口をつく。すると、傍目にも苛立ったように、ディートリヒ殿下が整った眉を逆立てた。

「俺は根拠のないものは信用しない。呪いも魔法も人の噂も、愛や恋などという移ろう人の感情も。そんなものを信じるような愚かな人間じゃない」

　吐き捨てるように述べられたその言葉は、すごく合理的なようでいて、でもなんだか悲しい言葉でもあった。

　だけど、それを真っ向から否定できるほど、納得できないわけじゃない。私はありもしない噂でこの国に拒絶されてきた。今でこそ、やっと話を聞いてくれる人も出てきたけれど、それに時間がかかったのは否めない。

「殿下のその、ご自分で見聞きして考え判断されるところを、私は尊敬いたします」

「媚を売れとは言っていない。俺の質問に答えろ」

「媚でもお世辞でもありません。そんなに器用に立ち回れるなら、あんな風に無理に部屋に押し入ったりしていません。でも、正直あのときは媚を売ろうとして必死だったと思います」

「そんなことを聞いているんじゃ――」

　はぁ、と殿下が溜め息をつく。そして軽く頭を横に振った。

「なぜそんなことを言った？　媚を売っていたと認めては、今言っている台詞にも信憑性がなくなるだろう」

「私はそこまで思慮深くありません。だからこそ殿下を尊敬すると」

「それでは自分で自分を馬鹿だと言っているのと同じだぞ」

「たしかに……」

　自分の間違いや愚かさを認めて反省するのは大事だと思うけれど、一国の王女としてそれを表に出すのはよくなかったか。肯定すると、ディートリヒ殿下は呆れたような顔をして、また溜め息をついた。でも、今までの頑な態度よりは、それでも少し親しみが持てる。

「……何を笑っている？」

「すみません。……さっきの質問の答えですが、ノイモントの姫は人ならざる者の声を聞きます。その声に従ったからです。殿下には納得していただけないかもしれませんが」

　思っていた通り、呆れ顔だったディートリヒ殿下の顔は、元の不快まるだしのそれに戻っていく。

「たとえ殿下が信じて下さらなくとも、それが事実ですので他に申し上げようがございません」

「……それは」

　殿下の手が、すっと私の顎にかかる。顔を持ち上げられ、私を覗き込むようにして、その燃える炎のような赤い瞳が私に近付く。息を呑む私の目の前で、彼が唇を震わせる。
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「俺への挑戦か？」

「挑戦……？」

「お前のその不思議な力とやらを、俺に暴いてみせろと。もしそうなら、それが嘘だったとき、お前の国から太陽どころか存在ごと消えることも覚悟しているんだな？」

　物騒な脅しだ。ううん、脅しではなく事実だ。

　今さら、お父様がこの話に乗り気ではなかったことも理解できる気がした。外の世界との交流は、生き残る希望にもなるが、破滅に近付くことにもなりかねない。

「……殿下のお手を煩わせるまでもなく、我が国は遠くない未来に滅びます。それを止めるためなら私はどんなことでもすると誓いました。ですが、誰かを傷つけ欺いてまでとは思いません。以前、殿下の部屋に無理やり押し入ったあの日、それも誓いました。ですから嘘ではありません」

「破滅の際きわにいる者にしては甘いことを言う。俺に近付こうとした女はお前よりずっと狡猾な者ばかりだった」

「破滅の際にいるからこそです。常に死と絶望が隣にあるからこそ、それらとは遠い場所に自分を保たねばならないのです」

　すぐ傍で、私を値踏みするように見つめる瞳を、まっすぐに見返して答える。しかしふと、違うことが気になった。

「ディートリヒ殿下、もう快復されたとお聞きしましたが、お顔の色が優れません。それに……お部屋の空気があまりよくないです」

「空気の入れ替えは定期的にしている」

「そうではなく、その……殿下の前で申し上げにくいのですが、根拠のない感覚の方で」

「ほう。ではお前の力でそれが改善できるというのか？　だったら俺の目の前でやってみろ」

「私の力は魔法ではありませんし、改善までは。ですが原因くらいなら探れるかもしれません」

　無造作に手を離される。自由が戻ってきて、私は首をさすった。強引に上を向かされていたので少し疲れたのだが。

「俺を落とすことが目的にしては、嫌そうな顔をするな。その気があるなら少しは嬉しそうな振りくらいしたらどうだ」

「あ……そうですね。失礼しました……」

　しまった。誰もが見惚れるような美貌の主といわれているのに、プライドを傷つけたかもしれない。とっさに謝ると、彼はまた顔を歪めた。また答えを間違えたかもしれない。

「嘘にも嬉しいとは言わない辺り、本当に自国の利益のためだけに来たと見える。まったく、王女の鑑だな」

「否定はできません。でも、たしかに殿下は噂よりもずっとお美しい方ですが、殿下がどういう方かまだ知らないことの方が多くて。嘘で取り繕ったり、その気もないのに取り入ろうとしたりはもうしません。それに、今は殿下のお体の方が心配です」

　そう言って、私は殿下の後ろ、部屋の中へと視線を伸ばした。

　前みたいに声が聞こえるわけじゃないけど、ディートリヒ殿下のお部屋からは嫌な気配がする。でもそれ以上のことはわからない。私の力は自由に使えるようなものじゃない。

　それでも、原因は何かあるはず。

　相変わらず部屋の中は薄暗いけれど、これぐらいの光量の方が慣れている。しかし、王子様の部屋とは思えないほど、草や石、何かの標本があちこちに散乱している。私がカーテンを開けたとき研究素材が駄目になるとか言っていたけれど、これらがそうなんだろうか。

「あ、この草は毒がありますね。でも触っただけでどうにかなるほど強いものでもないから、原因とは違うか……」

「……いや、それも原因の一つだ。毒を抽出してもっと強くできないか研究していた」

「抽出……？」

「今のままでも魔物避けとして有効ではあるが、そのままでは魔物が忌避するだけだ。だが抽出して散布すれば魔物を倒す武器として扱えるかもしれない」

「そんなこと……考えたこともなかった。もしかしてそれが魔法科学なのですか？」

「厳密には違う。だが考え方としては同じだ。研究がなければ、ただの魔物が嫌う草でしかない」

「なるほど……では魔法科学とは？　以前結界……魔法科学結界のお話をしていましたが」

「例えば電力を帯びた鉱石も、同様に抽出できれば雷の魔法と同様の扱いができる」

「雷の力を帯びた石……？　グランツィアでは精霊が自然物に宿るのですか？」

「そういう曖昧な話を聞くと俺は鳥肌が立つ体質でな」

　魔法というものは、火や雷の精霊を意のままに操る力と伝わる。ノイモントでは魔法の消失は精霊がいなくなったからだと考えられていて、だから精霊に祈りを捧げる。どうかお戻り下さいと。

　そういう考えは殿下の嫌うところなのだろう。毒草の他に原因はないかと、私はもう一度部屋の中を見回した。すると、視線がある一か所から離せなくなった。

　散らかった机の上に置かれた、いろんな管が繋がった奇妙な形の箱。そこに黒い煙のようなものが見えた気がして、目をこする。そういえば部屋を開けたときにも、同じようなものが見えた。

「ここにある、この装置のようなものはなんですか？　とても……嫌な感じがするのですが」

　確証があるわけではないが、答えないことにはつまみ出されてしまうだろう。自分の直感を信じて声を上げる。

「どういうものなのか私にはわかりませんが、この周辺だけ異質なものを感じます。とくに、この部分……！」

　途中で声が切れたのは、とつぜん強く肩を掴まれたからだ。

「誰に聞いた。俺のことを探っていたのか？」

「誰かにそんなことを聞けるほど、この国は私を受け入れていないでしょう？　それに、殿下は誰もお部屋には入れていないと」

「その通りだ。それは俺が誰よりも知っている」

　殿下の手が離れ、それから少しだけ敵意の消えた目が私を射抜く。

「それは、自然物に宿るエネルギーを増幅するための装置だ。だが何度やってもうまくいかないでいた。幾度も実験を繰り返し、昨日になってようやく問題のあるところがわかった。それが、お前が指した部分の回路だ」

　エネルギーを増幅だとか、回路だとか、何を言っているのかさっぱりわからない。私の指摘が正解なのか間違いなのかもわからない。だけど、ディートリヒ殿下は私を見て、その険しい顔を緩め、笑った。

　さっきの皮肉めいた笑みではなく、笑顔と呼べるようなものを見せ、思わずそれに釘付けになる。

「魔界の呪い姫か。少しだけお前に興味がわいた」

「それは……ありがとうございます」

「明日からは部屋に入れてやるから、俺の傍にいろ。お前のすべてを暴いてやる」

「はい！　……はい？」

　とても物騒な言葉が聞こえた気がして、暗い部屋に私の戸惑いの声が落ちた。

















第三章　ディートリヒの理想












「ついにやりましたね、ヘルミーネ様！」

　ノインがそんなことを言い出したのは、それから幾日も立たないうちのことである。

　私の髪を結いながら、彼女はご機嫌な声を上げ続けた。

「城中で噂ですよ！　ついにヘルミーネ様がディートリヒ殿下の心を射止めたと！」

　まるで自分のことのように喜んでくれるのは嬉しいのだけれど。

「それは違うわ、ノイン。たしかに、傍にいるように命じられはしたけれど……」

　どう考えても、プロポーズ的な「傍にいろ」とは違うと思うのよ。

　しかしノインの耳には聞こえていないようで、私は後半の言葉を飲み込んだ。途中で言葉を止めても聞き返されることはなく、本当に聞こえていなかったようだ。それにはまったく触れることなく、ノインが櫛を置いて色とりどりのリボンを両手に取る。

「髪はどうされますか？　結いますか？　以前はきっちり結い上げないといけない風潮でしたが、最近グランツィアの貴族の間では髪を下ろしたスタイルが流行っているようですよ。ヘルミーネ様の髪はお綺麗ですし、サイドだけ編んで下ろすのもいいと思います。……アデル様は怒るかもしれませんが」

　まあ、流行りとか嫌いそうだもんね。別にアデルが怖いわけではないんだけど、私は鏡を睨んでしばし思案に耽った。

「うーん……いつもみたいにきっちり編んで結い上げてもらおうかな……」

「どうしてですか？」

「魔界の闇と同じ色、とか言われるし、気味が悪いと思う人もいるかもしれないし」

「もうそんなこと言う人いませんよ。殿下の心を射止めたということは、王太子妃となったも同然ではありませんか」

「ノイン、それはさすがに気が早いわ」

　両手を握りしめて力強く言うノインを、やんわりとたしなめる。人を呪うと噂されるのも嫌だけど、王太子妃も同然と噂されるのも困ってしまう。もしディートリヒ殿下が聞きつけたら……いや、噂は気にしないんだっけ。

「それよりも、セアは？　今日は来ていないのね」

「ああ、すみません。体調が悪いみたいで」

「謝ることないわ。言われてみれば、昨日も元気がなかったかも。気がつかなくて私の方こそごめんなさい」

「そんな、それこそヘルミーネ様が謝るようなことじゃないですよ。でも、セアには伝えておきますね。ヘルミーネ様の優しいお心は伝わると思いますので」

　そんな風に言われるとなんだか照れくさい。優しい、と言われるほどのことじゃないけど、心配していることは伝わるといいなと思う。

　結局髪は結い上げてもらい、身支度をしていつものようにディートリヒ殿下の部屋に向かう。といって、二人きりでいてもノインが思うようなことは何もない。私はただディートリヒ殿下がよくわからない装置に向かってブツブツ言いながらメモを取るのを眺めているばかりだ。

　……暴いてやる、なんて言われるから、何をされるのかと思ったけれど。

　最初に幾つかの装置に乗せられ、身長や体重やその他よくわからないものまで計測されただけで、そのあとは放置されている。まぁ、体重を暴かれたのは恥ずかしいけど、その程度だ。話しかけても無視されることが多い。

　ただ、機嫌のいいときは話してくれることもある。そのおかげで、私にも少しだけ魔法科学のことがわかってきた。

「それでは、魔法科学結界というのは雷の宿る石を利用して作られた装置なのですね」

「ああ。砕いた際にひときわ強い電力を帯びることは以前から報告されていた。だが割るとただの石になってしまう」

　今日は、何か実験がうまくいったらしい。そのタイミングで、前から気になっていた結界の話を聞いてみると、意外と上機嫌で教えてくれた。

　氷の三柱、などとノインは言っていたけれど。アデルや妃殿下の厳格なイメージとは、殿下は少し……違うような。それよりは、少し子どもっぽいというか。

　ともあれ、そんなことは間違っても顔に出ないよう、私は渡された石を受け取った。触れた場所がわずかにピリピリする。そして……少しだけ不思議な気配を感じた。鳥や獣とは違う、懐かしく温かい気配。精霊の気配に似ている。

「グランツィアでは、そういう雷や火のエネルギーが宿る鉱物や植物が散見される。それを用いたものが魔法科学だが、俺はその力を抽出して他の道具に転用する方法を確立した。今はさらにその力を増幅することを研究しているのだが、思うようにいかない」

　一息にそう説明してから、ディートリヒ殿下は机の上に置かれたお茶を一息にあおった。

　ノインはディートリヒ殿下のことを天才だと言っていたけど、今の話だけでもその片鱗がうかがえる。だけど、そんな殿下でもうまくいかないことはあるようだ。

　少し彼の表情に陰りが落ちたので、私は話を変えることにした。

「殿下、お茶のおかわりをお淹れいたしましょうか」

「要らん。今俺は魔法科学の話をしているんだが？」

「あ、はい。失礼いたしました、殿下……」

　どうやら失敗だったようだ。浮かせかけた腰を下ろして慌てて詫びる。しかし、詫びたら詫びたで、また不快そうな顔をする。

「殿下殿下とやかましいな。俺は肩書きや敬称で呼ばれるのは好かん。王になる気もない。王家に生まれたから王にならねばならないなど、馬鹿げた話だ。適性のある者がなればいい」

「え……？」

「王妃の座でも狙っていたなら残念だったな」

　別に、そういうわけではないのだけど。

　でも、私は王家に生まれた者の責任を説かれて育ったし、それを当たり前に受け入れていた。だから、ディートリヒ殿下の考えに驚いてしまった。

　だけど、王家に生まれても好きに生きていいというのは、正直……魅力的ではある。それは単に私の我儘な考えだけど、それを置いても筋は通っている気がした。

「いえ。一理あると思います。それに、私も王女様と呼ばれるのは照れくさくて好きではありませんでした。一緒ですね」

「全然違う。そんな理由と一緒にするな」

「でも敬称はお嫌いなんですよね。でしたらお互いになしにしませんか？　私のことはミーネと呼んで下さい。国では家族も民もそう呼んでおりました」

「……民も愛称で？　この国では考えられんな」

「小さい国ですから。殿下……ディートリヒ様には、なにかご家族から呼ばれる愛称はないですか？」

「そんなもの、ない」

「では、ディーとお呼びしてもいいでしょうか」

　きっと怒られる。そう思ったけれど、それでも思わずそう言ったのは――そんなものはないと言い放った彼の目が、あまりにも寂しそうだったから。






「……またうまくいかないんですか？」

　今日はひときわディーの機嫌が悪い。いつも仏頂面で、さほど差があるわけではないけど、毎日見ていればなんとなくわかるようになる。

「そういうわけじゃない。理論も計算も完璧だ」

「でもうまくいかないんですよね？　そういう言い訳、ディーらしくないと思います。事実は事実として認めないと」

　いいとは言われていないけど、駄目とも言われていないわけなので。

　それ以降私が「ディー」と呼ぶたびにしばらく彼は眉をぴくりと動かしてはいたけれど、結局駄目だとは言っていない。

　でも今嫌な顔をしたのは、言われたくないことを言ったからだろう。

「ずいぶん態度がでかくなったものだな？　何か勘違いしているんじゃないだろうな。俺がお前と一緒に過ごしているのは――」

「私の嘘を暴くためでしょう？　だから私が好かれようとして言葉を取り繕ったって、意味がないと思って。それにディー、自分の研究ばかりで全然暴く気が感じられないです」

「最初に一通り調べてみたが、どれをとっても基準値以外の何物でもない。お前の周りのエネルギー反応、数値、いずれも平凡。調べる価値もなかった」

「それはあんまりじゃないですか？　せめて何か質問とかないんですか？」

「お前の国のことやお前自身のことは、お前の一分スピーチで連日充分聞かされた」

「聞いていてくれたんですね。てっきり聞いてないと思っていました」

「聞くも聞かないも、人の部屋の前であんなでかい声で喋っていれば嫌でも聞こえる。だがやめさせるのも面倒で放っておいた。一分で済むなら無視する方が面倒がない。研究に集中してたら気づかない日もある程度のことだ。うまく考えたものだと思った」

　装置から手を離し、ディーは私のことを横目でじろっと見た。褒められたような気がするけど、そこまで計算して一分にしたわけでもないので反応に困る。

「それで、話を聞いてみることにした。そこまで計算しているなら、さてどんな話術で俺を落としにかかるのかと興味が湧かなくもなかった」

　その視線から逃れるように、私は身を逸らした。しかし、彼の言葉は逃さないとでも言うように絡みついてくる。

「だが、聞いてみたらまったくとりとめのない内容だった。これは俺にとって不本意なことなんだが、目的が見えず整頓もされていない話というのは逆によく聞いてしまうのだと気がついた。予測が不可能だからだ」

　これは褒められているのではないな。貶されているんだな。

「すみません。そこまで考えていませんでした。ディーに興味を持ってもらえたらいいなとは思っていましたけど、無理だと思っていたし……」

「無理だと思いながらの考えのない行動が目的を達成するというのは、非常に腹立たしいな」

　言って、ディーは大きく伸びをした。

「お前のその不思議な力とやらを解明すれば研究が進むかと思ったが、役立ちそうにない。明日からは来なくていいぞ」

「そんな。私、お手伝いします！　役に立ってみせます！」

　グランツィアからの支援に関して、魔法科学の力や技術についてはまだ得られていないものの、食料や一般的な武器などは援助してもらえることになった。心を開くまでには至らなくとも、こうしてディーに会ってもらえるようにもなった。確実に前進していると思っていただけに、突然の逆風に私は焦りまくった。ここでまた拒絶されるようになれば、魔法科学の支援は遠のく。もちろん食料の援助だけでも充分にありがたいことだけど、その話もなくなってしまうかもしれない。

　しかし、多少なりともディーと話せるようになって、彼のことはだいぶわかってきた。何においてもまず、彼にとって第一は魔法科学の研究だ。だったらその研究に私が有用ならば、とりあえずは手元に置いてもらえるはず。

　そう思って叫んだ私を、ディーは毛筋ほどの期待も見えない目つきで見た。

「中身のない話をするほど暇じゃない。具体的な話を聞かせてもらおうか」

「か、体を使います！」

　悲しいかな、私はそう頭脳に自信がない。もちろん、読み書きなど最低限の教育は受けているし、魔法科学をはじめ新しい知識を得たい気持ちも学ぶ意志もある。でも少なくとも、現時点では魔法科学の研究に役立つことなんてひとつも思いつかない。ならば労働力の提供しかない。だけど、いくら部屋に籠り切りで人と関わらないとはいえ、ディーは王子様だ。その気になれば労働力なんて命令一つでどうにでもなるだろう。

　とても有効な案とは思えなかったのだが。

「……ほう？」

　意外にも、ディーが興味ありげな返事をする。彼は立ち上がると、私のすぐ目の前まで歩み寄り、どこか意地の悪い笑みで私を見下ろした。

「そこまで言うからには、随分自信があるんだろうな？」

「そ、それは……おそらく他の同年代の女の人よりは！」

　お城の兵士と比べられてしまうと、そりゃ劣るだろうけど。でも伊達に畑を耕したり魔物と戦ったりはしていない。弓を引くのだって結構力が要るし、こう見えて筋肉だってそこそこある。

「同じようなことを目論む女は数多くいたが、そんなはっきりと公言した奴は初めてだ。最初ならいざ知らず、ここ数日過ごしてみてお前がそんなことを言う女とは思わなかったが。試してみて大したことなかったときの覚悟はできてるんだろうな？」

「こう見えて体力には自信があって」

「ほう……」

「見た目よりけっこう筋肉もあります。触ってみますか？」

　手を持ち上げ肘を折って二の腕を触って指し示すと、それまで肉食獣みたいな笑みを見せていたディーが、一転目を点にした。

「ど……どんな誘い方なんだ、それは」

「炊事洗濯、野良仕事、木の切り出しから足場の組み立て、罠作成から魔物討伐まで一通りの経験はあります。どんな過酷な労働にも耐えてみせます」

　わかり辛かったかと具体的な例を挙げると、しばし場に沈黙が訪れた。ややあって、ディーが片手で自身の顔を押さえ、指の間から深々と溜め息をこぼす。

「……白けた。そんなこと城の小間使いか兵士にでもやらせとけばいい。何より俺には必要ない」

「そっ……そうですよね……」

　まったくの正論だ。そもそも、ノイモントにいたってそれらのことは私よりも遥かにうまく、効率的にできる者は大勢いた。だからこそ自分にしかできないことを探してここに来たわけだし。

　でも、一時はディーの気を引けたのだ。それら以外に何かもっとディーが使えそうだと思ったことがきっと何かあるはずだ。ここで引き下がったら、また扉が閉じてしまう。

　考えなきゃ。何か――

「……研究素材。以前、私が窓を開けたせいで研究素材を駄目にしたと言いましたよね。その分を、いえそれ以外も私が集めてきます」

　とっさに言ったことだけど、なかなか良い案だったのではないだろうか。

　しかし、手を下ろしたディーの顔は、やはり険しいままだった。

「お前こそ勘違いしているようだ。俺が部屋に閉じこもって研究ばかりしていると聞かされているんだろうが、研究や試作の資材は自分で集めている。護衛だのなんだのをつけられるのが面倒で抜け出しているがな。自身の目以外は信用できない。当然戦う手段も持っている」

　そう言うと、ディーは腰につけたベルトに手を伸ばした。そこから、持ち手のついた奇妙な形の筒を取り出した。

「従来の魔法科学というのは、火の力を帯びた石を割ったり、それで火をつけたり、そのまま活用しただけの科学と呼ぶには程遠い原始的な使用法だった。前にも少し話したが、俺はそれを応用し、より有用な活用ができるよう研究している。たとえばこれは銃という武器だが、引き金を絞ることで連動して中に仕込んだ雷石を割り、増幅回路を通して凝縮し筒から電撃を放つ仕組みの武器だ。火炎石でも同じようなことができる」

「すごい！」

　ディーの声や説明は淡々としたものだったが、私は話を聞いて歓声を上げていた。

「矢を射なくても、接近して武器を当てる技術がなくても、これなら誰でも戦える。天才だと聞いていたけれど、やっぱりディーはすごいのね！　すごいすごい!!」

「語彙に乏しい賛辞だな」

　呆れ混じりの声が落ちてきて、子どものように跳ね上がって興奮していた私は、はっとして居ずまいを正した。

「申し訳ありません。お見苦しい姿を……」

「だが、取り繕ったお世辞やおべんちゃらよりはいくらかマシか」

　しかし、そのあとすぐに聞こえた小さな小さな呟きに、改めてディーを見上げる。しかめっ面は相変わらずだが、これは、機嫌が悪くないときのしかめっ面だ。

「あの、ディー。ディーは怒るかもしれませんが……私には、なんとなく精霊の……ディーの言うエネルギーの宿る素材の見分けがつきます。その力の量がどれくらいかも判別できます。だから、一度だけ機会をくれませんか。ディーが満足する素材を集めてみせます」

　この機を逃さずに畳みかけると、思った通り、不快そうではあるものの無視はしなかった。

「お前が駄目にした素材は、魔法科学結界の外に出ないと得られないものばかりだ。この銃は貸さないぞ」

「構いません。私は魔物の気配を察知できますので避けることができますし、弓を扱えるので遠くから射抜くこともできます。弓矢は持参したものがありますので」

「お前の力についても、俺はまだ疑わしいと思っている」

「でしたら今、いくつか素材を鑑定してみせます」

「……それには計測装置でまず俺が素材を鑑定せねばならん。手間がかかる」

「それなら、もし私が外出先で良い素材を集めることができたら、ディーはその時間や手間を研究に使えるのではないでしょうか」

「仮定の話は嫌いなんだが」

「だから、証明してみせます。どんな研究や実験も、まずは仮定から始まるのではないですか？　ここ数日、ディーの研究を見ていて私はそう感じたのですが」

「気に入らん」

　懸命の説得が一言でぶった切られて、これにはさすがに私も肩を落とした。

「俺個人としては非常に気に入らない。もしお前がそれを証明すれば、俺が自らの研究と経験によって時間を費やし価値を判別してきたことが、お前は感覚一つでできるということになる。才能などという不確定なものに依存しない、誰もが同じように扱える武器や道具を作り出すのが俺の理想だが、それに反する」

　しかし、理由を聞けば無理もないことだった。たしかに、それはディーにとっては腹立たしいことだろう。それでもめげずに他の案を考えるため再びない知恵を絞り始めるが、ディーの言葉はそれで終わりではなかった。

「だが……癪ではあるが、それができれば効率的かつ、理想の実現への近道になる。確実に有用だ。お前は取引の大前提である相互利益を押さえている」

　ディーの言い回しはしばしば難しいのだが、それは、つまり……

「いいだろう。一度だけ機会をやる。ただし、時間の無駄だったときは――」

「わかっています。ありがとうございます！　ではさっそく行って参ります！」

「待て。俺も行く」

　腕をつかまれて、勢いよく部屋を出て行こうとした私は思わず前につんのめった。そのまま転倒するかと思ったが、ディーに引き戻されてことなきを得る。

　……たしかに、勘違いしていたかもしれない。ディーは学者肌だから、ひょっとしたら私の方が力や体力があるのではなんて思っていたけれど、私はこの手を振りほどくこともできそうにない。やっぱり男の人なんだなぁと、当たり前のことにしみじみと感動した。それでも、私だってただ護られているだけのお姫様ではない。少なくとも、そうありたくはない。

「そこまでディーの手を煩わせては申し訳ありません」

「どちらにしろ手元の素材が心許なくなってきた。お前のことはついでにすぎん」

　でも、と言い募る私の口を、ディーが片手で塞ぐ。

「少しは考えろ。ただでさえ俺は王子としての責任を果たしていないと小言三昧だ。俺はお前がどうなろうと知ったことではないが、田舎小国の王女といえど、お前の身に何かあれば今度は何を言われることか。これ以上小言が増えるのは煩わしくてかなわん」

「でも、ディーの身に何かある方がずっと問題です」

「ふん。俺などいない方が、父上も国民も安堵するかもしれん。母上が死んだときのようにな」

　そう言って、ディーが笑う。前に、倒れてもお父様とは会うことがないと、そう言ったときに見せた笑みと似ているけれど、あのときよりもぞっとするような暗い笑み。どうしてそんな風に笑うのかも、彼が言う言葉の意味も、私にはわからない。

　私もお母様を亡くしている。お父様は私の前では涙を見せなかったけど、翌日目が腫れていたのを覚えている。私も、どんなときも笑みを絶やしてはいけないというお母様からの言いつけをしばらく守ることができなかった。それでも、お父様は何も言わなかった。あの悲しみならわかる。だけど、安堵するってなんだろう。

「言っとくが、俺が死んでお前に責めが及ぼうが、それも俺の知ったことではない。いくぞ」

「……わかりました」

　止めても、この様子ではきっと聞いてはくれないだろう。それに、さっきの言葉の真意も、教えてはくれないだろう。

　だったら、ディーの身は私が盾になっても護ろう。そう決めて、私は彼の後を追った。






　てっきり部屋を出て、門から出ていくものだと思っていたけれど、ディーが向かったのは部屋の奥だった。何もない石壁が隠し扉になっていたり、レバーを倒すと床が下がったり、大がかりな仕掛けをいくつも通ったあと、気がつくと肌に風を感じていた。

「抜け出すって、こういうことだったんですね。この仕掛け、ディーが一人で造ったんですか？」

「城の緊急避難通路と繋げただけだ。仕掛け自体は歯車や錘を用いた簡単なものだから造れないわけじゃないが、さすがにバレずにやるには無理がある」

「あの、私、部屋に弓を取りに行きたいんですが」

「そんな原始的な武器なぞ要らん。さっさと来い」

「結界の外まで行くんですよね？　バレないうちに戻って来れるんですか？」

「だから、さっさと来いと言っている」

　そうは言っても、もうお昼を回っている。夕食までに戻らなければ、部屋に誰もいないのに気づかれてしまうだろう。グランツィア周辺の地図や結界の範囲は見たことあるけれど、いくら急いでもそれは距離的に難しいのではないだろうか。

　しかしディーにためらう様子はなく、しばらく歩いて林に入ると、抱えていた大きな薄い石板のようなものを地面においた。仕掛け通路の途中においてあったものだが、こんなに薄くて綺麗な四角形をした石板、初めて見る。

　よく見ると二つに折りたたまれていて、ディーがそれを開いて見せる。どうやって石のような固い素材を折ってるのか謎だったが、どうやら二枚の石板を留め具で繋いでいるようだった。そして、開いた片方は、もう片方よりだいぶ細い。ディーは大きい方の板の上に立つと、手袋を嵌めた手で細長い方の先についていた棒を握った。どうやらそこが持ち手のようだ。

「お前も乗れ」

「は、はい……」

「落ちるなよ」

　いったいこれはどういう道具なのか、何が起こるのか、一切の説明がないまま、ディーが不穏な言葉を口にする。

　警戒していると、突然視点が少し上がり、足元が不安定になる。恐る恐る下を見ると、片手を縦に広げたくらいの高さではあるが確かに……浮いていた。

　なんとなく嫌な予感がして、とっさにディーの腰に手を回した直後、地面を――いや、宙を、滑り始める。

「……！」

　その瞬間、耳の奥で何かが弾けたような音がして、くらりと目が回る。あの日ディートリヒ殿下の部屋で見た、黒い煙が流れた気がした。だけどそれよりも、目の前をすごい速度で流れていく景色の方に意識は移っていった。

「なんですか、これ!?」

　風の音に負けじと声を上げる私に、ディーが答える。

「耳元で叫ぶな。うるさい」

「これもディーが作ったんですか!?」

「移動用に作ったものだが、まだ試作の段階だ。安全は保証しない。気を緩めるな」

　林を抜け、傾斜のきつい丘をものともせずに上っていく。横を見ればグランツィアの街並みが一望できて、私は感動のあまり声を出すことも忘れた。

　ディーはすごい。こんなの、私にとっては伝承に聞く魔法そのものだ。そんなことを言えば、ディーはきっと怒るけれど。

　しばらくして、目的地についたのか、次第に石板が失速を始める。ゆらゆらと足元が不安定になってきたので飛び降りると、ディーは石板を停止させて、元の通り折り畳んだ。それを眺めてから、ほうっと息を吐き出す。

「ディーって本当にすごいんですね。まさか魔法科学で飛べるなんて思っていませんでした」

「この程度で飛ぶなどとは大げさだ。それに、流通させられるほどの出来じゃない。これだけのものを作るのにただでさえ希少な浮遊結晶を大量に使う。今の増幅回路では足りない」

「今ディーがしている研究は、それですか？」

「これを完成させるためだけではないが、そうだ。他の課題も山積みだからな」

　いったい、ディーの目にはどんな世界が見えているんだろうか。私には想像もつかない。ぼうっと彼を見つめていると、顔面に布袋が飛んできた。

「そんなことより、さっさと探せ。証明するんだろう」

「あ、はい」

　袋を受け取り、返事する。天は人に二物を与えずというけれど、もう少し人当たりが良ければ完璧なんだけど。陛下もきっとそう思っているのだろう。

　だって、これだけのものが作れるのに、そんなにすごい研究をしているのに、城の人からはディーの良い噂を聞かない。それはなんだか勿体ない気がする。

　でも、ひとまず今は目の前のことに集中する。

　この場所……たしかに、精霊の気配がする。それにしても、魔法発祥の地であるノイモントでほとんど感じなくなった精霊の気配を、どうしてグランツィアでは感じられるのだろう。

　私が精霊の声を聞けなくなったのは、年月と共に力が弱まっているからだとお父様もお母様も言っていた。それに、お母様も大人になるにつれてだんだん聞けなくなったと言っていたので、成長したせいもあるのかと思っていた。でも、今は聞こえる。かすかだけど、川辺から、木々から、地面から……聞こえる。

　感覚に従って声を聞き、石に、草に、土に触れ、それらを選り分けて袋に入れていると、瞬く間に袋の中身はいっぱいになった。

　ひとまずこれでいいだろうかと、ふうと一息ついて立ち上がる。振り返ると思ったより近くにディーが立っていて、驚いて袋を落としそうになり、慌ててぎゅっと抱え直す。

「びっくりしました。ずっと見てたんですか？」

「気がついてなかったのか。集中していたようだったから、そうだとは思っていたが」

　抱え直した袋にディーが手を伸ばしたので、黙って差し出す。彼は無造作に腰を下ろすと、しばし一つずつ手にとって、あちこちの向きからじっくりとよく眺めていたが、やがて興味をなくしたように袋を置くと草の上にごろんと身を投げ出した。

「あの……駄目でしたか？」

「帰って調べてみないことには正確なことは言えん。だが俺がこれまで集めたものの特徴などから照合すると、おそらくは良い素材だろうな」

　そう言う割に、ディーの機嫌はあまり良さそうには見えなかった。こういうときに話しかけてもますます機嫌を損ねるだけなので、とりあえず私も彼の隣に腰を下ろす。

　だけど、こんな風に無防備に寝転がるディーは初めて見る。

「……お前になんらかの力があるというのは、事実なのだろうな」

　やがて、ぽつりと彼はそうこぼした。やはり、あまり面白そうではない声で。

「だがそれを解明しても、応用できるものではないだろう。おそらく才覚の部類だ。それは俺の理想とするものとは対極にある」

「ディーは、才能に頼らない、誰もが扱える力を理想としているのですよね」

　城を出る前にそう言っていたのを思い出し、口にする。返事はなかったけれど、私は先を続けた。

「その理想、私はとても共感します。私の力が直接それに繋がらなくても、せめてお手伝いさせてもらえないでしょうか」

「共感だと？　下手な嘘だ」

　ディーは半身を起こすと、こちらを一瞥してそう吐き捨てた。

「お前は俺を軽蔑しているだろう」

「どうしてそう思うのですか？」

　言ったことに嘘はないし、尊敬こそすれ軽蔑などしていない。でもディーのことだから、何かそう思うに足る根拠はあるのだろう。そう思って聞いてみる。

「お前は自分が王女であることに誇りを持っているだろう。自分を犠牲にして国を救うためここに来るくらいだからな」

「犠牲になったつもりはありません。ただ自分にできることをしたいと思っただけです」

　そう言って、私は地面に視線を落とした。

「私はずっと、民と並んで歩んでいくことしかできませんでした。でも魔物と戦うことも畑を耕すことも、私一人の力では取るに足りません。人を呪ったことはないけれど、そんな自分の無力さはずっと呪っていました。だから、呪い姫というのはあながち間違いではないのかもしれません」

　……こんな弱音を口にしたのは初めてだった。

　いつも暗いノイモントだから、気持ちまで暗くならないように。そう思ってきたけれど、今、太陽の下で、眩しいディーの傍にいるから、少しだけ吐き出しても許されるような気持ちになったのかもしれない。

「私には自分の理想を叶えるだけの力はありません。滅びを受け入れたくない。でも国を出ていく民を止める力も、逆に国に残る人たちを太陽の下に導くだけの力もない。そんな私は王女に相応しくなどないとずっと思っていました。でもディーの理想なら、みなと肩を並べて戦える。その上で、民を統べる者が血筋によらなくていいのであれば、私だってこの重荷を下ろしたいと思うのです。自らが王家に生まれたことを誇りには思っていますが……それは、思わねばならないと自分に言い聞かせているだけなのです。あなたが思うほどできた王女ではないです、私は」

　一度口にしてしまえば、堰を切ったように弱音はこぼれ落ちて止まらなかった。私は、大国の王太子妃に相応しい振る舞いをせねばならないのに。頭ではわかっているのに。

「なぜ俺にそんなことを言う？　他人に弱味を見せればつけこまれるだけだ」

「そうですね。私、ディーやグランツィアの人々に認めてもらわなければと思って、これまでずっと気を張っていたんですけど。これじゃ台無しです」

　涙まで出そうになって、そこまで思い悩んでいたつもりではなかったので、自分でも驚いた。泣きそうな顔は見られたくないと、俯いたまま弱音と共に溢れそうになる涙をこらえる。だけど、そうしながらふと思った。

「でも……心を開いてほしいと思っているなら、自分だってさらけ出さないと駄目ですよね。だから……これでよかったのかもしれません。呪い姫だからと拒絶されるのは嫌ですが、本当の私を見せて嫌われるなら仕方ないですから」

　きっと、私は今、情けないひどい顔をしている。それでも顔を上げて、ディーを見た。その拍子に涙が一筋こぼれてしまったけれど、それを拭うこともしなかった。

「お母様には、いつも笑顔でいなさいと言いつけられていたのですが……」

「……俺は逆だな。母には笑うなと言われていた。笑顔を見せるなど、媚を売る行為だからと。人の上に立つ者には相応しくないと」

　ふと、ディーがそんなことを口にする。

「病のせいで死の淵にいるときも、母は苦痛を顔に出すこともなく、俺に母の無事を祈ることを許さなかった。神であれなんであれ、他の存在に請い願うなど、高貴な者のすることではないとな」

　聞いてみると、いよいよ私たちは真逆なのだと思った。私はどんなときも感謝を忘れず、神への祈りを忘れずにと言い聞かされて育ったから。でも真逆の私たちにもひとつ共通点がある。

「ディーは、お母様の言いつけを守っているだけなんですね」

「違う！　俺は――」

「しっ」

　激昂しかけたディーを、私は強い口調で止めた。ディーに睨まれたからじゃない。初めてディーが自身のことを話してくれたのだ。私ももっと、彼の話を聞きたかったけど。

「魔物の気配がします。見つかる前に急いで帰りましょう」

「魔物の気配だと？　そんなものがわかって堪るか！」

　話を途中で止めたせいもあるのだろう。不愉快そうに言って、止めようとした私の手を振り払い、ディーが立ち上がる。そのとたん、そう遠くないところで魔物の咆哮と足音が聞こえた。

　とっさにディーが脇に置いてあった移動用の石板に手をかける。

「駄目！　間に合わない！」

　瞬く間に距離を詰めてくる気配に、私はとっさにディーの腰に手を伸ばし、そのベルトから筒状の武器を――銃を引き抜いた。そして、ディーが説明していた通りに引き金を絞る。

　刹那、眩い光が弾け、飛び掛かってきた狼型の魔物が地面に落ちて転がった。

　ただ指を動かしただけで、なんという威力だろう。思わず呆けていた私に、ディーの鋭い声が飛ぶ。

「乗れ！」

　はっとして鞄を抱え、石板に飛び乗ってディーの背にしがみつく。そのとき、またあの目眩がして、黒い煙を見た。でも、今はそれを気にしている余裕はなかった。

　あのタイプの魔物は単体では行動しない。ぐずぐずしていると仲間がすぐに集まってくる。しかし、素晴らしい速度で、魔物の気配はどんどん遠ざかっていく。

　そして無事に城の近くまで戻って石板を降り、私は落とさないようにしっかりと抱えていた重い鞄を下ろした。

「すみません。ディーの大事な武器を勝手に使ってしまって」

　詫びる私の手を、ディーが凄い形相でひったくる。

「まったくだ。使用法も聞かず勝手に使うからこうなる……！」

　その手の平や指先が赤く爛れているのを見て、ディーはますます顔を歪めた。さっきからひりひりと痛むとは思っていたけれど、思ったよりもひどかった。でも、魔物に襲われることに比べたらどうということはない。

「エネルギー弾を打ち出すとき、使用者側にもエネルギーが流れてしまうのを止める術がまだないんだ。使うときは専用の手袋がいる」

「ああ、それでディーは手袋をしているんですね」

　そう寒いわけでもないのに、やけに分厚い手袋をしているとは思っていた。

「大したことありません。ディーに怪我がなくてよかった」

「見え見えの嘘をつくな。俺がお前の警告を聞かなかったせいで怪我をして、良いなどと思うわけがないだろう！」

「そう……ですね。そうなんですけど、ディーに怪我がなくてよかったと思ったのは本当です。筋は通ってないかもしれないですが、そう思ったので口に出てしまいました」

「そこまでして俺の気を引こうとしたって、俺がお前を認めるとは限らない」

「そんなことでディーの気を引けないことくらい、もうわかっていますよ。そもそも、あんな一瞬でそこまで考えられません。それより、抜け出したことがバレる前に帰りましょう」

　怪我をしていない方の手で袋を持ち上げようとすると、その前にディーにひったくられる。

「持ってくれるんですか？　ありがとうございます」

　乱暴だけど、怪我をしている私を気遣ってくれたのだろう。素直ではない気遣いに、私はくすくすと笑いながら礼を言った。






「ど、どうしたんですか、その怪我!!」

　部屋に帰ると、めざとく私の手の火傷に気がついたノインが、ホウキを投げ出して駆け寄ってくる。

「その……お茶を淹れようとして、ちょっと失敗しちゃったの」

「笑っている場合ではありません！　すぐに手当しないと……！　少しお待ち下さい！」

　そう言って部屋を飛び出していったノインは、すぐに救急箱を抱えてすっとんできた。それから薬を塗って、綺麗に包帯を巻いてくれる。

「ああ、お可哀そうに。利き手をお怪我されては不便でしょう。お手伝いできることがありましたらお申しつけ下さいね」

「大丈夫よ、これくらい。それよりセアの体調はどう？」

「それが……まだあまりよくない、みたいです」

　ノインが少し口ごもる。それになんだか違和感を覚えたのだけど、急に扉が開いて私は口を噤んだ。

「セア？」

　ノックもせずにというのはおかしいけれど、他に私の部屋を訪れる人に心当たりがなく、そう言って振り返る。しかし、立っていたのは思いもよらない人物だった。

「で……殿下!?」

　悲鳴のような声を上げて、ノインがその場に凍り付く。しかし彼に一睨みされて、慌てて数歩下がって頭を下げた。

「どうしたんですか、ディー。あなたが私の部屋に来るなんて初めてですね」

「傷は？」

「今手当てしてもらいましたし、平気です。もしかして、心配して来てくれたんですか？」

「相変わらずめでたい頭をしている。……出ていけと言いに来たんだ。この国から」

　ノインがはっと息を呑んだのが伝わった。それを見て、ひとまず彼女に声をかける。

「ノイン、下がって。大丈夫だから」

「……はい」

　不安げにしながらも、ノインが一礼して開きっぱなしの扉から退室していく。その扉が閉まるのを見て、私はディーに視線を戻した。

「私が集めた素材が使い物にならなかったのでしょうか」

「違う」

「では、約束が違います。理由を聞かせて下さい」

「逆に問うが、お前はこの国にいたいと思うのか？　下らない条件を突きつけられ、根も葉もない噂で冷遇され、怪我までさせられて」

「それは……」

「自国のためであることは知っている。俺が聞きたいのはお前自身の意志だ」

「でしたら、座って話しましょう」

　そう勧めると、ディーは一瞬ためらう様子を見せたが、黙ってソファに座った。それを見て、私も向かいに腰を下ろす。

「さきほどの問いの答えですが。まず、条件をつけられたことに私は不満を持っていません。グランツィアに来てよけいに、国力の差を考えれば無理のないことと思いました。二つ目、私の噂のことですが、今はもうほぼ誤解が解けましたので気にしていません。三つ目、私に怪我をさせたのは魔物であり、ディーではありません」

　ちゃんとディーに話を聞いてもらえるように、一つずつ筋道を立てて話をする。曖昧なことさえ言わなければ、ディーが苛立つことはあまりない。もちろん、異論があれば突っ込んでくるけど、今のところは黙って聞いてくれていた。

　今度は私から問う。

「でもそんなことを私に聞くということは、ディーは私が条件のため仕方なくあなたの傍にいると思っているということですよね」

「……違うのか」

「違います。少なくとも今は」

　最初はそうだったかもしれない。ノイモントに帰りたいと思ったことがあるのは事実だ。

「理由はいくつかありますが……その前に、そう思うということは、ディーは私に対して引け目があるということですよね？」

「なぜそうなる」

「私があなたを嫌っていると思ってるんでしょう？　つまり嫌われることをしている自覚があるってことになります」

　ぐっとディーが言葉に詰まる。

　ディーはたぶん、気がついていない。だから、今もすぐ言い返せない。

　本来、ディーは私などの手の届く人じゃない。ノイモントなど比べ物にならないような大きな国の王子様で、見目麗しく、天才的な頭脳の持ち主だ。ディーさえその気になれば誰だって彼に魅了されるに違いない、遥か高みにいる人だ。

　なのにディーは、私が見下しているとか、嫌っているとか、無意識だろうけど自分を卑下している。

「ディー、私の部屋に来たのは、他に言いたいことがあるからじゃないですか？」

　彼は黙ったまま、肯定はしなかった。でも否定もしない。

「私も、お母様の言いつけを破ってしまいました。でも、そういうときがあってもいいと思います」

「俺は別に、母から言われたからそうしているんじゃない」

　それまで黙っていたディーが、そう言って私を睨みつける。

「あいつの言うことなんてどれもこれもクソ食らえだ。なんのためにあるのかわからない礼儀作法、まだ幼い頃から望んでもない縁談、あげく俺の感情は全否定だ」

「それでもディーは、お母様のご病気が治るよう、祈ったんですね」

「それすら否定されたが。誰もあいつの死を悲しみなどしなかった。ただ王妃というだけで、その身分だけで、自身を神とでも思い込んでいるような愚かなひとだった」

「……だからディーは血筋だけでなく、研究して結果を出すことで自分の価値を示しているんですね」

　やっぱりディーはすごい。きっと、幼い頃に、ディーはとても傷ついてきたのだろうと思う。お母様の言葉や、お母様が亡くなったときの周囲の態度に。

　きっとディーは、人が嫌いなんじゃない。

　嫌われるのが怖いから、すぐに遠ざけようとするんだ。

「私は今、自国のためだけでなく、心からディーの力になりたいと思っています。たとえディーが私を認めてくれなくても、グランツィアの支援を得られなくても、そう思います。ただ純粋に、ディーの理想が実現してほしいから」

　まだ疑わしそうな視線を向けるディーに、私は笑ってみせた。

「信じてほしいとは言いません。でも私が集めた素材が役に立ちそうなら、もう少しお手伝いさせてくれませんか？　きっとディーにとって損にはならないと思います」

「……た」

「え？」

　私が言い終わらないうちにディーが何か呟く。言葉の後半が被ってしまったのと、その声が小さくて聞き取れずに聞き返すと、ディーはいつもの険しい顔で、もう一度口を開いた。

「……怪我をさせてすまなかった」

「ふふ。私、最初からわかってましたよ。ディーがそれを言いに来てくれたって」

「なぜだ」

　不可解な顔で問い返されて、私は少し考えたあと、正直なところを口にした。

「あなたの嫌いな、なんとなく、です」

















第四章　広がる『夜』












　それからしばらくは、穏やかに日々が過ぎた。

　といってディーの態度が軟化した、というわけでもないのだけど、前ほどの棘もなくなったし、出ていけとは言わなくなった。

　でも、私の胸の中にはいくつかモヤモヤとわだかまるものがあった。

　そのうちの一つ。

「……セアの体調、まだ悪いのかしら」

　セアが姿を見せなくなってから一週間が経っていた。

　いくら私でも、そろそろそれが嘘だということぐらいわかる。いや、それでもセアのことだけなら気がつかなかったかもしれない。だけど、セアだけではないのだ。城の中を歩いていても、声をかけてくれる人は減ったし、目が合うとさっと離れていく。まるで私がここに来たばかりのときのように。

　そしてノインの態度も、最近少しよそよそしい。

「本当のことを言って。私、何か気に障ることをした？」

「……申し訳ありません！」

　髪を結う手を止めて、ノインがばっと頭を下げる。

「ヘルミーネ様は何も悪くないんです。でも、わたしがそう言っても、噂を止めることはできなくて」

「噂？　今度はなんて噂されてるの？」

　また噂か……。さすがにちょっとうんざりしてきたけれど、誤解なら、解けばいいだけだ。

　でも、ノインが口にしたのは、思ってもみない事実だった。

　結いかけの髪もそのままに、私は急ぎ、ディーの部屋まで駆けていた。

「ディー。私です、ヘルミーネです。開けて下さい」

「……今日はやけに早いな。何かあったのか」

「とぼけないで下さい」

　扉を開けたディーが、私の顔を見てぎょっとしたように後ずさる。それはそうだろう。私は初めてディーに対して怒っていた。

「どうして教えてくれなかったんですか」

「何の話だ。人にものを尋ねるなら順序立てて……」

「『夜』が広がっているって。ディーが知らないわけがないですよね。それに、城中の人が知っているのにどうして私だけがそれを知らないんですか？」

「……まだ正確な観測結果が出ていない。下らん噂を立てたくなかった」

「もう立っています。私がグランツィアに来たから『夜』が広がったのだと！」

「ただの噂だ」

「ええ、私が呪い姫だというならば、それは身に覚えがないから誤解を解けばいいだけです。でも、今回は違うという根拠がありません」

「ならば今回は身に覚えがあるとでも？」

「そんなはずありません。でも……私はノイモント王家の姫です。ノイモントの姫は、その土地で精霊に祈りを捧げるのが務めです」

「それをやめたのが原因だとでもいうのか。馬鹿馬鹿しい。俺はそんなものは信じない」

「だけど、私に精霊の声が聞こえるのは事実です」

「お前が嘘をついているとは言っていない。ミーネ」

　その瞬間、言おうとしていた言葉が霧散した。

　それは、初めてディーが私の名を、それも愛称を、呼んだからだった。

　私がディーと呼ぶことを怒らなかったけれど、ディーが私を愛称で呼ぶことはこれまで一度もなかったから。

「だが、俺はお前のその力にも何か明確な根拠があると思っている。ただの不思議な力などではなく」

「……どういうこと？」

　顔に疑問符を浮かべた私に、ディーは少し逡巡してから口を開いた。

「たとえば、雨の前に特別な挙動をする鳥や獣はいる。空気や雲の流れも雨の前には少し変わる。お前の血筋はそれを人より敏感に感じることができるのかもしれない。女性だけというのは少し引っかかるが、男女では体格からして異なることを思えば、感覚も異なっていて不思議ではないだろう」

　ぽかんとして、私はディーの話に聞き入っていた。

「そんなこと……考えたこともなかった」

「もちろん、これは単なる仮説にすぎないが、お前がノイモントを離れたことと『夜』が広がったことに因果関係を見つけるのは俺には仮説ですら思いつかない」

「でも、それはディーだからです。城の人は……」

「そんな有象無象うぞうむぞうと俺と、お前はどっちが大事なんだ」

「有象無象って……」

「少なくとも俺はお前の方が大事だ」

　今度こそ、私は言葉を失った。見上げた先で、ディーは少し気まずそうではあったが、目を逸らしたりはしなかった。

「約束まであと半年ある。ここまで来て諦めるのか、お前は」

　そう言って笑うディーの顔が、霞んだ。

「だって……そんなの、無理だと思ってたから……」

「無理だと思いながらの行動が結果を出してしまうのは、腹立たしいな」

　いつかも聞いたような台詞だけど、その声はあのときよりもずっと優しかった。そのせいで、ぼろぼろと涙も弱音も止まらなくなってしまう。こんなに泣き虫じゃなかったはずなのに、どうしてディーにはこんなところばかり見せてしまうんだろう。

「もちろん、ディーに心を開いてほしいといつも思っていたわ。でも、闇色の髪に血のような目だとか、魔界の呪い姫だとか言われるのも、根も葉もない噂も、どんなに気にしないようにしても嫌だったし、グランツィアは思ったよりもずっと栄えていて、あなたはとても私と釣り合うような人じゃなくて、ノイモントを出て自分はなんて浅はかなんだろうって、どうせうまくいくわけないって。頑張ろうとする私の隣には、いつもそう囁いてくる私がいたの」

「……ああ。たしかにお前は浅はかだ」

　ディーの手が頬に触れ、涙を拭う。そして俯く私の顔を引き上げた。

「俺は太陽の王子と呼ばれていた。髪は金色の光、炎のように燃える瞳だからと」

「知っています……」

「ならば、涙を拭いてよく見ろ。俺たちは同じ色の目だ」

「……そうです。でも立場が違うから」

「そうだな。だがそれが事実だ。俺は事実だけに囚われていて視野が狭くなっていたが、お前は今、人に流されすぎている。だから今は事実だけを見ろ。よけいな心の声になど耳を傾けず、俺の声を聞け」

　頬にかかった手に手を添える。そして、私はそれをそっと外すと自分で流れた涙を拭った。

「……嫌なところを見せてしまいました」

「お前のすべてを暴いてみせると言っただろう。俺は元からそのつもりだから存分に見せればいい」

「それでは立場が逆になってしまいます。私……諦めませんから」

「ああ。『夜』の拡大については必ず他に原因があるはずだ。俺を信じて待て」

　力強いディーの言葉に、私もはい、と返事をした。






　しかし、事態は悪くなる一方だった。

　あの嫌になるほど見上げた黒い空が、肉眼でも峠を越えてきているのがわかる。

「……ノイン。無理をしなくてもいいのよ」

「わたしは無理なんかしてません」

　黙って髪を梳くノインにそう言うと、彼女は手を止めた。振り返ると、その瞳には涙が滲んでいた。

「わたし、悔しいです。みんな一度はミーネ様を受け入れたのに、また噂だけでミーネ様を避けてる。みんながこんなに冷たい人だったなんて」

「一度は受け入れてくれたんだから、誤解だって証明できれば元に戻るわ、きっと。それに、きっとみんな不安なのよ。生まれたときから暗闇で育った私だって闇は怖いもの。漠然とした恐怖を少しでも拭うためには、原因がほしいのよ」

　その気持ちは、あの『夜』の中で生きていた私が一番よくわかっている。でも、ノインは納得できないようで、私の言葉を否定するように首を横に振った。

「どうしてミーネ様は人のことばかり考えるのですか」

「それは……私が王女として生まれたからかな。私にできることはみんなの気持ちに寄り添うことだけだもの。でもそれだけじゃきっと駄目なんだわ。私が悪く言われるのは、みんなの不安や恐怖を払うだけの力がないから」

　窓の外、峠の向こうに視線を伸ばして、ノインにではなく、自分に言い聞かせるように呟く。

　ディーは変わろうとしている。あんなに他人に関わろうとしなかったのに、今回の件の調査では積極的に情報を取り入れ、研究結果を共有している。

　だから私も変わらなくちゃならない。ノイモントのためにグランツィアの力を借りたいなら、私もグランツィアの力になれるようにしないといけない。

　それを探るために、私もできる限りディーの力になるよう努力した。ノイモントに伝わっている魔法の伝承、自然物の知識、自分の力、少しは役に立てることがあるはずだと信じて。

　だけどそんな私をあざ笑うかのように、悪い報せは続いた。






　その日、私とディーは陛下に呼ばれ、謁見の間ではなく執務室を訪れていた。陛下にお会いするのは久しぶりだが、その顔には以前のような温和な笑みはなく、まるで私の父のように眉間に皺を寄せていた。

「よく来てくれた、二人とも」

　おもむろに陛下が口を開く。

「……もう耳に入っているかもしれんが、峠に魔物が現れた。それも、ここからでも影が見えるほどに、とてつもなく巨大な魔物だ」

　陛下の声も、ディーの表情も、強張っている。

　その噂は、たちまちのうちに城中に広まっていた。おそらく城下にも。肉眼でも見えるのだから、当然といえば当然だが。

「ヘルミーネ王女」

　そして、さっきよりもさらに重々しい声が紡がれる。それだけで何を言おうとしているかを察した。ディーもそうなのだろう。口を開きかけた彼を、私が袖を引いて止める。

「王女には感謝している。王女が来てからディートリヒは変わった。そなたは間違いなく約束を果たした。それは誰もが認めるところだ。だが、そなたが我が国に来てから、あまりにも……情勢が悪くなってしまった。それが王女のせいでなかったとしても、これ以上民の不安を抑えることはできん」

「重々お察しします」

「馬鹿なことを言うんじゃない！」

　私の受け答えに、ディートリヒが苛立ちを示す。

「父上は何を根拠にヘルミーネのせいだと？」

「勘違いするな、ディートリヒ。それにヘルミーネ王女も。余は王女に責任があると言っているのではない。だが、王女のせいではない根拠もまたない以上、余も護り切れんのだ。王女、そなたの身の安全を考えるのならば……」

「あの峠を越えて国に帰れと？　それが安全だとでも？」

「今、ここにいるよりは」

「ミーネを追い出すというならば俺も国を出る。こんな国の王になるなどごめんだ」

「立場をわきまえよ、ディートリヒ」

　激昂するディートリヒを陛下がたしなめる。

　私が出ていって解決するならば、ディーがなんと言おうと私は出ていくべきだと思う。でもそうすれば、彼はまた心を閉ざしてしまうだろう。

「……陛下のご心痛、いかばかりかと思います。私は……私が国に帰ることでグランツィアの混乱が収まるならば、喜んでそうしたいと思います」

「収まるはずがないだろう！」

「そうかもしれません。でもそうでないかもしれません。根拠がないというならば、私が帰っても状況はよくならないという根拠もないのです」

　だからといって、私もこのまま引き下がる気など毛頭ない。

「ですから、陛下。私はノイモントへ帰りますが、もしそれで事態が収まらなければ、どうかノイモントと共に、あの魔物を倒すことをお考えいただけませんか」

「……それで、そなたはあの巨大な魔物がいる峠を越えると？」

「はい。私に根拠は示せませんが、覚悟を示すことはできます。それでグランツィアの民に納得していただけるかはわかりませんが、何も示せないよりはと」

「わかった。そなたがそこまでの覚悟を示されるのであれば、余も今一度民を説得してみよう。少なからず、そなたを慕う民もいる。護衛を募ればきっと志願するものもいるだろう」

「いえ、あれほどの巨大さならば、一人の方がかえって目立たないでしょう。それに、私のためにグランツィアの方々を危険に晒すわけにはいきませんから」

　シン、と場が静まり返る。そんな重い空気を取り払うように、私は努めて明るい声をあげた。

「それでは、さっそく。陛下、ディー……ディートリヒ殿下。今まで私をこの国に置いて下さり、ありがとうございました。とても……とてもたくさんのことを学ばせていただきました。本当に感謝しております」

「……おい待て。勝手に話を進めるんじゃない」

　私の別れの挨拶に、ディーの不機嫌な声が割って入る。

「俺も同行する。二人ならば目立つこともないだろう」

「ディートリヒ、何を」

「もともと俺には王位を継ぐ気などなかった。父上自身がそれは一番よくわかっているんじゃないのか」

「いい加減にしろ、ディートリヒ！」

　どん、と陛下が肘置きを叩く。二人の間に剣呑な空気が漂い、私はディーを諫めようとして彼に手を伸ばした。だけど、その手が宙をかく。それは、ディーがその場に膝をついたからだった。

「……お願いします、陛下。これが私の最後の我儘だと思ってどうかお聞き入れ下さい。私は必ず帰ってきます。そのときには、今まで私が放棄していた王太子としての務めを必ず果たすとお約束します」

　いつもの彼とはまるで別人のような声とその姿に、私も陛下も驚いて彼を見つめるばかりで、とっさに何も言葉が出なかった。そんな私たちを前に、深々と頭を垂れながら、ディーが言葉を続ける。

「今まで私は己のことしか考えず、他人を拒絶して生きてきました。ミーネより、俺の方がよほど嫌われていることでしょう。だからこそ、民に認めてもらうにも、私こそがこの難局を打破せねばなりません。……それに、私が認めてもらわなければならないのは、グランツィアの民だけではない」

　一度そこで言葉を切ると、ふとディーは立ち上がり、私の方を向いた。急に見られて、少し焦る。

「ノイモントの王女を娶る以上、ノイモント王やその民にも認められなければ。ミーネはこんな馬鹿げた条件を受け入れ、愚かだった俺の傍に半年もいてくれた。俺は自らの振る舞いを詫びないといけない」

「……え？」

　今度こそ、私はぽかんとして間の抜けた声を上げてしまった。見上げたディーはすっと私から目を逸らすと、また陛下の方に向き直る。

「それに、魔物や周辺の調査も必要です。それには私が出向いた方が一番早いし正確でしょう。あとは――」

「もうよい、ディートリヒ。お前がそこまで言うのなら……もう止めん」

　疲れたように深く椅子に体を預け、陛下は溜め息と共にそう吐き出した。

「……ありがとうございます、陛下。では私は準備をいたしますので」

　一礼して、言うが早いかディーは部屋を出ていった。慌てて私もその後を追おうとしたのだが。

「ヘルミーネ王女」

　呼び止められて、陛下へと向き直る。

「はい」

「感謝する。そして、馬鹿げた条件を出したこと、そなたを危険な地へと向かわせることをどうか許してくれ」

「そんな、陛下！」

　頭を下げる陛下の元へと思わず駆け寄る。

「最初に馬鹿なことを言ったのは私の方です。それなのに、陛下は我が国への援助をお約束して下さいました。陛下が頭を下げるようなことは何もありません。どうか顔を上げて下さい」

「民を宥めることもできず、息子を更生させることもできず、余は王としても父としても失格だ。ディートリヒの言う、適性のあるものが王位を継ぐべきという主張は、或いは正しいのかもしれん」

「決してそのようなことは。もし殿下がそのように思っているなら、きっと勝手に出ていったことでしょう」

「ふふ、そうやもしれぬな。ありがとう、ヘルミーネ王女。そなたの無事を祈っている」

　そう言って、陛下はあの温厚そうな笑みをその顔に戻した。






　執務室を出ると、慌てて出ていった様子のディーはまだそこにいた。そんな彼を見て、ふとさっきのやりとりを思い出す。

「あの、ディー。さっきの……」

「さっきのは忘れてくれ」

　ああ、やっぱり。

　急に私をめ……娶るとか言うから、何を言い出したのかと思って驚いたのだけれど。

「やっぱり、陛下を説得するために言っただけだったんですね」

「あんなところであんな言い方をするつもりじゃなかった。父上を説得することばかり考えていて気が回らず――」

　私とディーの言葉が同時に重なる。そして、同時に止まる。

「……え？」

「いや、なんでもない。ではそういうことにしておいてくれ」

「待って、ディー！」

　今度こそ背を向けて歩き出すディーの顔は、少し赤かった。慌てて彼を追いかけるが、速足でどんどん進んでいってしまう。スカートをたくし上げてそれを走って追いかける……こんなところをアデルに見られたら怒られてしまうだろうけど、今はそれどころじゃない。

　中庭まできてようやく彼に追いつくと、私は彼の腕を掴んだ。

「……まだ半年ありますけど、条件達成ということでいいでしょうか？」

　息を切らし、目を背ける彼に、悪戯っぽく聞いてみる。

　彼は怒るかと思ったが、振り向きざまに私を抱き締めた。

「半年も必要なかった。とっくに俺の負けだ」

「ディー」

「半年後も、その先もずっと、俺の傍にいてくれるか」

　両手を伸ばし、その手を彼の背に回す。

「ええ、もちろん」

「……本当に？　もし国のために無理をしているのならば、お前が断ってもあの魔物は何とかするし、ノイモントとの国交は続けると約束する」

「それはありがたいですが、そのためだけじゃありません。私があなたの傍にいたいから。あなたが好きだからよ」

　手を離し、ディーが面食らったような顔をする。

「よくあっさりそんなことを言えるな。俺は、あんなにひどい扱いをしたのに」

「私だって、あなたを傷つけました」

「故意ではなかっただろう」

「故意でなければ人を傷つけていいと私は思いません。むしろ知らずに傷つけることの方が怖いです。だから私は、あなたがはっきりと拒絶してくれたことに感謝しています。それに、ディーは最初から私を呪い姫だとは言わなかった。ちゃんと目を見て話してくれた。とても嬉しかったんです。だから、あなたをひどい人だとは最初から思っていませんでした」

「ミーネ……」

「でも、この話の続きは……戻ってからにしましょう」

「ああ」

　峠の方角を向いて呟いた私に、彼もそちらを振り仰ぎ、真剣な顔をした。

「ありがとう、ディー。一緒に来てくれると言ってくれて。私の命にかえても、あなたのことは絶対に私が護ります」

「それは俺の台詞だ、馬鹿」

　むっとしたように言うディーのふくれ面を見て、私は不安をかき消すように、声を上げて笑った。










[image: ]














　その二日後、私とディーは峠に向かって出立した。

　幸い、その日グランツィアの天気は快晴だったが、峠を見るだけでざわりと嫌な予感が肌を撫でる。自分の腕をさする私を見て、ディーが声を上げる。

「寒いのか？」

「いいえ。ただ、峠から嫌な感じがして――」

　言いかけて、ふっと途中で口を噤む。

「あ、ごめんなさい。そういうの、ディーは嫌いですよね」

「……好きではないが、お前がそう言うのならそうなんだろう」

「ありがとう」

　嫌いながらも受け入れようとしてくれるディーに思わず感謝の言葉が出たが、彼は不機嫌に俯きながらぶっきらぼうな声を上げた。

「いちいち礼を言わなくていい」

「でも、勝手に出ちゃうんです。アデルにも怒られたけど、言わない方が難しくて」

「別に品位を下げるとかそういう意味じゃない。……照れるからいい」

　俯いたディーの顔が真っ赤なのを見て、おもわずきゅんとしてしまった。

「どうしたの、ディー。すっかり可愛くなっちゃって」

「は!?　馬鹿なこと言ってないで急ぐぞ。暗くなる前に峠を越え――いや、どの道暗いのか」

　肉眼でははっきりわからないけれど、また『夜』が近づいた気がする。

「急ぎましょう」

　その闇に向かって、私たちは歩き出すのだった。






　順調に旅は進み、予定通り昼過ぎには峠の中腹までたどり着いていた。ただし、すでに辺りは暗い。ディーはいくつか小型の武器を持っていたけれど、幸い私が魔物の気配を感知できるため、戦闘にはならずに済んでいる。峠のふもとまでは、あの飛べる石板で来たので魔物も振り切れた。でも峠に入ると力を失い、ただの石板になってしまったのだ。それで仕方なく石板はその場に置き、歩いて峠を越えることになっていた。

「お前の能力は凄いな。前は役に立たないなどと言ってしまったが、もしその力を解明できれば、魔物を察知するような道具を作れるかもしれない」

「さすがディーですね。私はそんな風に考えたことなかった。ノイモントの姫だからできるとしか……こんなこと言ったらまた怒られてしまいますね」

「いや、子が親の性質や能力を受け継ぐことは実際に証明されている。それに、もういちいち怒っていない」

「そうなの？　でも……」

　ずっと不機嫌そうだし、今発言するまでいつもよりも言葉少なだったから、私が魔物がいそうって感覚で発言するのが不快なのかと思っていたのだけれど。

　もしかして――

「ディー、どこか辛いの？　少し休みましょうか」

「……お前は平気なのか」

「少し疲れてはいるけれど、意外と体力あるから、私」

「研究ばかりしているといっても、お前よりは俺の方が体力はあるぞ。……おそらく、体調不良の原因はこの『夜』だ」

「『夜』……太陽がないから？」

「いや、厳密にはこの闇……塵ちりと言った方がいいか。これが分厚い層になって太陽を覆っているんだ。これが『夜』の正体だ」

　服を鼻まで引き上げて、ディーが暗闇を睨みながら、そう口にする。

　でも、私はそれを聞いて別のことを思い浮かべていた。ディーが倒れたとき、移動石板に乗ったときに見た黒い煙のことを。

「……ディー。もしかして、私が見たあの黒い煙と、このノイモント上空の塵は、同じものなんじゃないでしょうか」

「なんだと？」

「あの煙を見たとき、いつも決まってとても嫌な感じがしたの」

「……落ち着いたらきちんと調べてみる必要があるな。おそらくこの塵は人体にも害がある。調べてみればこれと同じものかどうかもわかる。この辺のものを少し採取していこう」

　荷物からケースを取り出すディーを見て、それに手を伸ばす。

「私がします。人体に害があるかもしれないんですよね？　でも私はずっとノイモントで暮らしていたし、今だってなんともないから――」

　そこまで言いかけて、はっとなる。

　太陽が失われてから定期的にかかる者が現れる、原因不明の病気。暗闇病と呼ばれる、私からお母様を奪った病気。どうせ死ぬならと命がけで峠を越え、大きな国のお医者様にかかったことがある者もいたけれど、治った者はいなかった。それを理由に、いくら周りが勧めても、お母様はノイモントを離れることはなかった。でも本当のところは、自分のために大金を使うことを避けたのだと思う。だからお父様は密かに医者を手配しようとしていたものの、峠を越えてまでノイモントに来てくれるような優秀なお医者様は世界のどこにもいなかった。

　もしかすると、グランツィアになら治せるお医者様もいるかもしれない。でも絶対じゃない。そう思うと、体中の血の気が引いていく気がした。

「ディー、今すぐ引き返して」

　固い声を上げた私を、ディーが不可解そうに見る。

「急に何を言い出すんだ」

「私は平気だけど……ノイモントでは太陽が失われてから、原因不明の不治の病にかかる人がいるんです。徐々に衰弱していく病気で、暗闇病と言われていました。もしかしたら、この塵が原因だったのかもしれない」

「……落ち着け。全員がかかったわけじゃないだろう」

「でも、ディーは今、体が辛いんですよね」

「多少だ。俺は医学にはそう詳しくないが、こういうのは長年の蓄積によって発病する場合が多い。それに、体力のある若者はかかりにくい」

　言われてみれば……そうだったかもしれないけど。でも、そうじゃなかった人もいる。

「でも、私のお母様は暗闇病だったわ。私を産んだ直後に発病したそうだから、まだ若かったはず。そのまま治ることはなく、私が十のときに亡くなったの」

　はっとしたように、ディーは私を見下ろした。そういえば、ディーに私のお母様が亡くなっていることを話したことはなかった。彼は狼狽したように口を開きかけたが、咳払いを挟んで目を逸らす。

「……それはおそらく、出産直後は体力を失うから病気への抵抗力がなくなっていたんだ。だから俺には該当しない」

「じゃあ、お母様は私を産んだせいで病気になったということ？」

　今度こそ、ディーが私を見て言葉を失くした。しばし沈黙が続いたが、ふと気がつくと、ディーに抱き締められていた。

「俺はただ、引き返す必要性はないと証明したかっただけだ。言葉に気を回せなかった。……すまない」

　謝罪が聞こえて、我に返る。

　たしかに少しショックではあった。だけど、今までまったく原因がわからなかった暗闇病について、急にいろんな情報が入ってきたので考え込んでいただけだ。ディーに気を遣わせてしまった。ディーだって同じような境遇だったのに。でもその気遣いが嬉しくて、ぎゅっと彼にしがみつく。

「ううん、いいの、違うの。それを知っていても、お母様は後悔しなかったと思うから。だって私も、もし病気になるって言われたとしても、ディーと家族を築けるなら産みたいと思うもの」

「は!?」

　素っ頓狂な声がして、ディーが私を勢いよく突き放す。その顔がかなり険しくて、私は少ししゅんとした。

「あ、ごめんなさい。嫌だったでしょうか」

「嫌なわけ……クソッ、何の話をしているんだ俺は。とにかく、俺は病気にならないしお前もさせない。あの魔物を倒したら次は必ずこの塵を根こそぎ取り除いてやる。そうすれば、ノイモントの民も太陽の光の下で暮らせるようになる。魔界などと呼ばれることもなくなるだろう」

「……ディーが？　ノイモントに太陽を取り戻してくれるんですか？」

　そんなこと、諦めていた。ううん、最初から考えてもいなかった。

　私がノイモントを出てグランツィアを頼ったのも、暗闇でも生きていくためで。太陽の下で暮らそうなんて、この楽天的な私でも考えてなかったのに。

　だけど、ディーが言うならきっとできるのだろう。だって、できないことは言わない人だ。

「ありがとう……。そうね、ディーならきっとできます」

「そうやってまた、お前は根拠のないことを言う」

　私の髪を撫でて、ディーが呆れたように溜め息をつく。そしてそのあとで照れたように笑った。

「だが、なぜかお前にそう言われると悪い気はしない」

　私も、ディーの笑顔を見ると嬉しい。

「何ヘラヘラしているんだ。さっさと採取をすませて行くぞ。じき山頂が近くなる。気を引き締めろ」

　しかし、一瞬で仏頂面に戻ると、彼は私の頬を摘まんでそう言った。……なんだかずるい。普段しかめっ面の人はちょっと笑っただけでこんな嬉しい気持ちにさせるのに、私の笑顔はきっとありがたみがないんだろう。お母様、少し不公平です。

　そんな冗談はともかく。

　山頂にはあの巨大な魔物がいる。当然迂回するけれど、それでもある程度まで近づかねばなんの情報も得られない。……本当は今すぐこの峠を去りたいくらい怖い。私たちがグランツィアを出た時点では、あの巨大な魔物が動いたという報告は入っていなかったけど、動かないことを保証するものは何もない。万一を考えて、いざというとき身を隠しやすい林を通るルートを行っているが、林の中は通常の魔物が多い。

「ディー、こっち」

　なんとか気配を察知して戦闘を避けているけど、なかなか思うように進めない。それに苛立っているのだろう、ディーが舌打ちする。

「魔物が多すぎやしないか」

「ええ……私がグランツィアに来たときは、これほどではなかったのですけど」

「最低でも、巨大魔物周辺の地形は把握しておきたいんだがな」

「それなら、ノイモントに行けば記したものがあると思います」

「助かる。……林が切れるな」

　峠の大部分は岩肌が多い。木々が途切れたところから山頂を見上げると、巨大な魔物が影のように山頂に居座っている。

「お前の目でどれだけ見える？」

「頭に角があるのはわかります。頭突きはされたくありません」

「あの大きさなら頭突きなんかされなくても手で叩かれたら終わりだ。……腕はあるのか」

「ありますね。あと、目は三つあります……それで」

　言いながら、私は恐らく蒼白になっているであろう顔で、隣のディーに視線を移した。

「こっちを見てます……」

　ディーの顔がひきつる。

　その瞬間だった。なんの前触れもなく、目の前に突然狼型の魔物が二体現れたのは。

「……うそ。何の気配も……」

「ミーネ、走れ！」

　腰の銃に手を伸ばし、ディーが連続で引き金を引く。どう、と魔物たちが倒れるが、ディーの銃からはこの薄闇でもはっきりわかるほど、黒々とした煙が立ち上っていた。そしてまた、あの嫌な感じが体の中を駆け巡る。頭の隅で、悲鳴にも似た叫び声がする。

「クソッ。エネルギー残量がなくなってる。五発分はあったはずなのに」

　ディーが毒づくのを、その声なき叫びの後に聞く。

「ミーネ、これ以上は危険だ。離れて通常のルートに戻るぞ」

　そう言ってディーが私の腕を引く。

　ちらりと木々の間から見えたあの巨体は、やはり山頂に鎮座して動いていない。ただ、その目はじっと私を捉えているように見えた。






　それからは私がグランツィアに来たとき通ったルートへと戻り、その日のうちに私たちはノイモントへと到着した。

　あらかじめ手紙で知らせることもできなかったし、きっとお父様は驚くだろう。しかもディーも一緒なのだから。

　町に近づくと、見張りが知らせたのだろうか、人々がわっと集まってきて、たちまちのうちに私たちを取り囲んだ。

「ミーネ様！　よくお帰りになって下さいました！」

「峠に巨大な影が見えると、封印の魔物が復活したのではないかと、みな恐れています。でもミーネ様の顔を見たら元気になるでしょう」

「みんな、不安だったでしょう。でももう大丈夫よ」

　駆け寄ってくる一人一人の手を取って、そう励まし、隣のディーへと視線を移す。

「その方は……」

「グランツィアのディートリヒ殿下よ。色々と力になって下さるわ」

「グランツィアの！　あの噂の太陽王子ですか！」

「王子様！」

「あの太陽王子を射止めるとは、さすが我らが王女様だ！」

　わっとその場が湧き立ち、大人から子どもまでが騒ぎ立て、私は大慌てで彼らを宥めた。

「ちょ、ちょっと！　失礼よ、みんな！　ディー、ごめんなさい、あの、うち、田舎で……」

　怒り出すのではないかとハラハラしたが、ディーは少し驚いたようにはしていたものの、意外にもふっと笑った。

「いや。いいところだな。もし俺が王位を継がなくてもよくなったら、ここで暮らしたいくらいだ」

「え……？」

　あまりにも意外な言葉を聞いたもので、間の抜けた声を上げてしまった。

「だが今は時間が惜しい。ノイモント王のところへ案内してくれるか」

「あ、はい、もちろん。こっちよ」

　騒ぐみんなを収めながら、ディーの手を引いて歩き出す。

　……ディーは、あの大きな国で、王太子として厳しく育てられた。きっとそれは幼いディーにとって、心を閉ざしてしまうほどに辛いことだったんだろう。

　適性のある者が王になるべきというディーの案を、彼の代で成立させるのはたぶん難しいだろう。だけど、王になる前に……あるいは、歳をとって退位したら、ノイモントでディーとゆっくり過ごす時間が取れたらいいなと思った。

　そんなことを考えながら、歩き慣れた城への道を辿ると、こちらへ駆け寄ってくる父の姿が見えた。

「ヘルミーネ！　峠を越えてきたのか。相変わらず無茶なことを……」

「大丈夫よ。ディートリヒ殿下が一緒に来て下さったの」

「なんと、殿下自ら……危険な我が国までの道中、娘を護って下さり、感謝申し上げる」

「いえ、感謝すべきは私の方です。それに、愚かな条件を押し付けたこともお詫びせねばなりません。しかしそれをゆっくりとお話するためにも、今はあの魔物を倒さねばならないでしょう。何かあの魔物について知っていることがあれば教えていただけませんか」

「もちろんです、ディートリヒ殿下。どうぞ中へ、峠を越えてお疲れでしょう」

　そう言って、お父様が私たちを城へと招き入れる。

　半年とはいえ、ずっとここで生まれ育った私はそんなに城を空けることがなかったから、なんだか懐かしかった。貴賓室など使ったことがないせいか、定期的に掃除はしているのだろうけど、なんだか埃っぽい。

「ごめんなさい、ディー。来客なんかほぼないものだから……その」

「そんなこと気にしてる場合か。大体俺の部屋もこんなものだしな」

「たしかに、ディーの部屋も薄暗いし埃っぽいですね」

「おい」

　思わず同意すると、ディーが眉を吊り上げて声を荒らげる。しかしお父様の方を見て、慌てて咳払いをした。

「も、申し訳ありません」

「違うの、お父様。ディーは不機嫌そうなことが多いし、よく怒るけど、本当はとても優しいのです」

「まったくフォローになってないんだが？」

「あれ？　ええと……」

　たしかにそうかも。半眼で突っ込まれて焦る私を見て、お父様が「ははは」と笑い声を上げる。お父様は大体眉間に皺を寄せているから、そんな風に朗らかに笑うところを見たことがなくて、驚いた。

「お父様？」

「いや、すまん。正直、魔界と揶揄される我が国が、あの大国グランツィアになど相手にされるわけがないと……虐げられ、辛い思いをしているのではないかと心配していた。仲が良いのだな。浅はかな思い込みをしていたことを詫びねばなるまい」

「いえ……実際、ヘルミーネ王女が来たばかりの頃は陛下がお考えになっていたような状況でしたし、この私自身……彼女に冷たく当たっていたのは事実です。その件についてはいくらでも責めを負う覚悟でこちらに参りました」

「ほう……ではなぜ今は殿下自らこうして危険を顧みず、このような小さな国まで来て下さったのかな」

「私は……率直に申し上げますと、グランツィアの民はヘルミーネ王女がいらしたことにより、『夜』が広がり、魔物が蘇ったなどと、根も葉もない噂を信じております。私はそれが間違いだと証明したいのです」

「なるほど。たしかにノイモントには言い伝えがある。峠に封じられた魔物を抑えるため、巫女の祈りが必要だと。ヘルミーネはその噂を否定しなかっただろう」

　お父様が言い伝えに言及したので、私は二人の会話に口を挟んだ。

「お父様、その言い伝え、正確にはどのようなものだったのでしょう。書物など残っていないのでしょうか？」

「今は王家に口伝として語り継がれるのみだ。お前には話したことがあっただろう」

「そう……でしたか？　すみません。峠の魔物の話は作り話だと思っていたので、なんとなくしか覚えていなくて」

　お父様の眉間の皺が深くなり、私は気まずくなって目を逸らした。溜め息のあと、部屋の中に、朗々と父の声が響く。

「『ノイモントの山に精霊を貪る魔物現る。魔物は炎を呑み、冷気を噛み砕き、雷をまとい、瘴気しょうきを吐き出し人々を苦しめた。長い戦いの後、ノイモントの巫女、山に魔物を封じる』。これが全文だ」

「……まるでお伽話だな」

　ディーが小さく呟く。彼がそう言うのも無理はなく、私だって今までそう思ってきた。だけど、ふと思う。

「待って。ディーの気持ちもわかりますけど、現実に峠にあんな魔物が現れたのだから、まるっきり作り話でもないと思うんです。こう考えたらどうでしょうか。精霊はディーの言うエネルギーのことだと。封印された魔物は、火や水のエネルギーを吸収してしまうものだったと」

「なるほど。あの巨体で魔法が通用せねば剣や弓矢では倒せまい。それで封印されたということか」

　お父様が自らの顎を撫でながら、同意するように私の言葉を補足する。

「ならば瘴気とは……」

　ディーがそう言って、私は答えるために口を開いたが、その先がなかなか出てこなかった。

　言うのがためらわれたからだ。だけど、ディーのことだ。ここまで言えば、おそらく彼にも見当がついているのだろう。

「あの黒い塵のこと。ノイモントから太陽を奪った、『夜』のことではないでしょうか」

　膝の上に置いた手を、ぐっと握りしめる。

　そして、ノイモント上空の塵と、私が見た黒い煙が同じものであるならば……

「それなら、『夜』を作り出しているのはミーネ、ノイモントではなく俺の研究……この俺だったということになるな」

「ディー……まだそうと決まったわけでは」

「それを聞けば誰だって同じ仮説を立てる」

　私の言葉を遮って、ディーがそう言い捨てる。

　口伝を聞く前から私は薄々気づいていた。でも、言えばこうなると思って言えないでいた。瘴気……あの黒い煙は、言わば精霊の死骸だ。ノイモントの精霊は魔物に食われて塵になり、太陽を隠した。残った精霊たちはそんなノイモントから逃れ、木々や石などの自然物に隠れて出てこなくなってしまった。だから人々は魔法を使えなくなった。

　それなら辻褄が合う。

　そしてディーの研究は、隠れた精霊を無理矢理引き出して、その力を吸い尽くすものだったのだと思う。

「……申し訳ありませんでした、陛下。私の愚かな研究のせいで『夜』を拡大し、それだけでなく王女に濡れ衣まで着せてしまった」

「ディー」

「私がグランツィアへと帰国した日をもって、魔法科学は禁じます」

「ディー、やめて！」

　堪えきれなくなって、私は立ち上がって叫んでいた。

　見下ろしたディーは、すっかり出会った頃の面影などなくなっていた。太陽王子と呼ばれたその姿さえ光を失って見えた。燃えるような赤い瞳は抜け殻のようだった。

　とてもじゃないけど、そんなディーのことを黙って見ていられなかった。

「そんなのディーらしくない。まだ何一つそうだと証明されたわけじゃない。なのに、どうして仮説だけでそう思い込んで諦めてしまうんですか？　あなたはそんな人じゃなかったはずです」

　まだ、ディーは顔を上げなかった。だけど私は諦めない。

「それに、もしそうだったとしたなら、精霊を殺さないような……エネルギーを枯渇させないような研究をすればいいじゃないですか。今グランツィアが魔法科学の力を失えば確実に混乱が起こります。間違いだったからやめる、諦める、そんなの無責任だわ」

「ヘルミーネ。言葉が過ぎる」

「お父様は黙ってて！」

　口を挟んだお父様を、一睨みで黙らせる。

「それに、あの封印の魔物だって放っておけない。口伝通りあの魔物が精霊を食べるなら、魔法科学を禁じたって意味がないわ。いずれすべての世界が夜になる。それにいつ動き出すかだってわからない。お父様も言った通り、あんな巨大な魔物は剣や弓矢じゃ倒せない。魔法科学の力が、あなたの頭脳が必要なの。あいつを倒せるのはきっと、あなただけなの、ディー」

　ぴく、とディーの肩が動く。

「俺だけ、か」

「ええ」

　その声は、さっき魔法科学を禁じるといったときの声とは明らかに違っていた。だから、私は力強く即答する。

「その根拠は？」

「ないわ。でも私はそう信じてる」

　自信たっぷりに言い放った私に、ディーがふう、と息を吐き出す。

「それじゃ駄目ですか？」

「……いや。俺も焼きが回った」

　ふと、小さく彼が呟く。その意味をはかりかねて、今度は私が眉をひそめたけれど。

「根拠がなくても、お前が言うならそうだろうという気がしてきた」

「ディー……」

　ディーが顔を上げる。そこにある赤い瞳は、私と同じ色の瞳は、以前のように燃えるような強さを湛えていた。それで、気がついた。さっきの吐息は溜め息ではなく、笑ったのだと。

　それからディーは椅子から立ち上がり、お父様の傍に膝をついた。

「陛下。どうか我が国と共にあの魔物と戦っていただけませんか。きっと魔法科学の力だけでも、あの魔物は倒せないでしょう」

「願ってもないことだ、ディートリヒ殿下。私からも頼む。どうか、貴国の力をお貸し願いたい」

　そう言って、お父様も立ち上がるとディーの前に膝をつき、その手を握った。手を取り合う二人の姿を見て、なんだか鼻がツンとした。

「……ミーネ、俺は急ぎグランツィアに戻り、あの巨体を撃ち抜く方法を考える」

「ええ。行きましょう」

「お前はここに残れ。おそらく俺は武器の開発や作戦指示にかかり切りになる。お前に何かあっても護ってやれない」

「護ってほしいなんて言ってない。私はあなたの手伝いがしたくて行くんです」

　そう言って、私はお父様の方を振り返った。

「お願い、お父様。ディーは私がいないと駄目なの。一緒に行かせて。ノイモントの民のことをお願いします」

「まったく……日に日に母に似るな、お前は」

　椅子に体を戻して、お父様は頭に手をやると、深々とため息をついた。見ればディーも似たような顔をしている。

「そういえば、お父様とディーも、なんだか似ていますよね」

　そのしかめっ面とか。

「お前に手を焼くという意味ではそうだろう。……お前の好きにするがいい、ミーネ。ノイモントのことはお前に言われるまでもない」

「ええ。ではさっそく行きましょう、ディー。ぐずぐずしている暇はないわ」

「おい……」

　ディーの手を掴んで引っ張る私を見て、また「はは」とお父様が笑い声を上げる。

「苦労されているようですな、殿下。気が変わりそうにはならないか」

「まさか。……あの魔物を無事討伐した暁には、また改めて参ります。陛下」

「待っている。……娘をよろしく頼みます、ディートリヒ殿下」

　そう言って、お父様が笑うから。また、鼻の奥がツンとする。

　やっぱりずるいですよ、お母様。でもきっと、お父様と一緒にいたお母様なら、私の気持ちはわかっていることでしょう。

















第五章　封魔獣との戦い












　グランツィアに戻ってからのディーの動きは迅速だった。

　まず、あの巨大な魔物を『封魔獣』と名付けて討伐隊を編成させた。それから、一晩で対封魔獣用の大砲おおづつの設計図を書き上げると、それに必要な資材の調達を命じた。その一方で、万一封魔獣が動き出したときに備えて避難体制を敷くと、今は部屋に籠って大砲の威力を上げる計算をしている。

　私はもっぱら、不眠不休になりがちなディーを無理矢理休ませたり、食事をさせたりしていた。彼が倒れてしまっては元も子もない。それはディーにもわかっているはずなのに、没頭するとすぐ寝食を忘れてしまうのだ。

　といって、それ以外では傍にいても邪魔になるだけなので、外に出てみることにする。

「ノイン、今日は外で作業をしたいから、髪は邪魔にならないように編み上げてくれる？」

「お外で……お散歩ですか？　お茶ですか？」

「それどころじゃないわ。今、峠に罠を作っているの。封魔獣は動かないけど、峠には魔物も増えているから」

　敵は封魔獣だけではない。あいつが魔物を生み出すことができるのを、私もディーも目の当たりにしている。そのせいか、峠には魔物が増えている。

　大砲が完成しても、遠くから撃ったのでは威力が足りないそうだ。エネルギー弾ならばその限りではないが、封魔獣は精霊を吸収してしまう。だから、撃ちこむ弾は鉛でなければならない。ただ、発射するには魔法科学と、未完成の増幅回路を使用すると言っていた。それでも最大威力が出せる位置となると、封魔獣に気づかれずには無理だろうとも。

　そこで、大砲の準備が整い次第、グランツィアとノイモント両側から一斉に封魔獣に向けて攻撃を仕掛け、その隙に主砲を設置する作戦になっている。

　しかし、設置にどれだけの時間がかかるかわからない。増え続ける魔物と闇雲に戦うのは危険だし、被害も大きくなる。そこで、封魔獣に気づかれない程度に、罠や射撃台、退避所を作っておくべきということになった。私が提案したことだ。

「知っていますが……まさかそこに？」

「そうよ。ディーは部屋にこもりきりだから、代わりに現場を見ておきたくて。だからドレスじゃなくて、動きやすい服を用意してもらえるかしら」

「何もミーネ様が自ら行かなくても。危ないんじゃないですか？」

「私だから行かなくちゃ。あの封魔獣が私のせいで蘇ったと思ってる人もまだいることだし」

「いませんよ、ミーネ様は心配性ですね。ねえ、セア？」

　ノインに声をかけられて、シーツを替えていたセアがびくりとして振り返る。

「……ええ。殿下がそれは迷信だって、おっしゃっていたので」

　ディーは私に対して根拠のない噂が立たないように尽力してくれている。でもそのことよりも、ディーのそんな態度は私を正式な婚約者なんだと周りに知らしめた。いくら魔界の王女でも、さすがに王太子妃に失礼な態度を取るわけにもいかないのだろう。

「でも、それはディーの……王家への信頼や尊敬であって、私が信頼を得ているわけではないわ。だから、何かしなくてはいけないと思うの。何ができるのかわからないけど、それを知るためにも、外へ出なくては」

「……」

　セアが顔を上げて、私を見る。

「……服をご用意しますので、少しお待ち下さい」

　そう言うと、外したシーツを抱えてセアは部屋を出ていった。

「わたしは、ミーネ様自身もちゃんと信頼されていると思いますよ」

「そう……かな」

「そうですよ。そもそも、あのディートリヒ殿下のお心を動かしたんです。それに比べたらグランツィア中の人の心を動かすなんて大したことじゃないと思います」

「あはは……そうかも」

　妙な太鼓判を押されて苦笑しつつ、そのあとセアが用意してくれた服を身に着け、ノインとセアを伴って部屋を出る。もちろんドレスではなく、庭師から借りてきてくれたという、汗を吸いやすそうな生地のシャツと、足首までのズボンだ。これなら矢も問題なく射れそうである。動きやすさに満足していると、向こうからディーが歩いてくるのが見えた。

「……なんだ、その恰好」

　ノインとセアが跪こうとするのを片手を振って止めながら、ディーは私を珍妙なものでも見るように眺め、ぼそりと呟いた。

「峠のふもとまで様子を見に行こうと思って」

「人に散々無茶するなと言っておいてそれか」

「無茶はしていません。封魔獣の監視から動きがあったとは言われませんし、その場合すぐに退避できるように殿下が指示して下さっているじゃありませんか」

　すでに、子どもや病人など動けない者を中心に避難が始まっている。

「……各所、ちゃんと俺の作戦に向けて滞りなく動いているようだな」

「ええ、大丈夫。さすがディーですね、すぐにあれだけの指示や作戦をすぐに実行できてしまうんだもの」

「だが、俺は今まで誰ともに関わってこなかったし、信頼関係も築いてはこなかった。評判は最悪だ。なのに、俺に従わない者はいない。世襲制など馬鹿げていると思ったが、俺に流れるこの血がなければ、ここまで混乱なく指示が通ったりしなかっただろう」

「でも、ディー自身も立派でした。適性があるものがやればいいというならば、あなたにはそれがあるように思います」

「それはどうかな。だがいずれにしろ今論じることじゃない。……大砲を組む傍ら峠やノイモントで採取した自然物や魔物の毛や爪などを解析した。断定するにはまだデータが足りないのは否めないが、やはりお前の仮説は正しいだろう」

「そう……ですか。ではもし伝承が本当なら、私に封魔獣を封印する力があるのかもしれませんね」

「あったとしても封印なんて生ぬるいことではもう済ませていられない……確実に仕留めなければ。三日後に作戦を決行する。ミーネ、お前はもう避難していてくれ」

「どうして？」

「対封魔獣用に今設計している大砲。時間と威力を最優先した結果、撃てるのは一発だけだ。設置の手間、資材や人手を考えてもそれが限界だった」

「それで？」

「俺たちが見た場所から山頂までの距離をふまえ、封魔獣の大きさを計算し、それに有効と思われるだけの威力が出せるよう計算した。だが通用する保証なんてどこにもない。それには圧倒的に不確定要素が多すぎる。何があるか誰にもわからない」

「だったら、確実に安全な場所だってわからない。どうせわからないなら、私は後悔しないように動きたい」

　はぁ、とディーがいつものように溜め息をつく。

「もう面倒だから率直に言うが、お前が傍でちょろちょろしてたら邪魔だ。まさか弓矢で戦うなんて言ってくれるなよ」

　ぐっと言葉に詰まる。

　私だって封魔獣に弓矢が通用するとは思わないけど、設置中に魔物が来たら、追い払うのに協力くらいできるんじゃないかとは思う。

　だけど、私だってわかっている。ノイモントを出る前からわかってる。そんなの、もっとうまくできる人が他にいる。私は足手まといでしかない。

「……わかりました。前線とは言いません。でも、退避所で救護班の手伝いくらいはさせて下さい」

「承諾はしかねるが、その顔はどうせ駄目だと言ってもやるだろう。……前線に来ないと約束するなら、あとは好きにしろ」

「わかりました。ありがとう、ディー」

　ディーの手前そうは答えたけれど、約束を守れるかは自信がない。封魔獣を倒せる保証がないなら、よけいにだ。

　もし私に封印の力があっても、封魔獣は倒さなければならない。それはそうだけど、もし封魔獣を倒しきることができなかったら――万一、あの巨体で峠を降り、町で暴れ回るようなことになってしまったら。そのときには、私がこの封印の力を使わねばならないかもしれない。もちろん、どうやって封印するかなんてわからないんだけど……でも、なんとなく、できる気がしている。

　きっとそんな「なんとなく」なんて、ディーは絶対に認めないだろう。

　もちろん、私だってディーの作戦を信じている。だけど、本当にもう駄目だというときは……そのときは、私は。

　そんな決意を人知れず胸に秘めているうちに、三日はあっという間に過ぎていった。






　決行日の朝、まだグランツィアにも太陽が現れる前のこと。

　作戦通り、討伐隊は列をなして峠へと向かった。その先頭にはディーはいる。

　彼は見送る私に、かなりひきつった顔で「うまくいくさ」と根拠のないことを言ってくれた。無理に言わなくてもいいと思うけれど、彼の気持ちを汲んでお礼を言っておいた。

　私は列の一番後ろ、救護団と一緒に峠に向かっている。今頃ノイモント側でも、戦える者たちが峠に向けて出立していることだろう。

　中腹あたりに差し掛かったところで、討伐隊と別れ、彼らを見送る。

　あらかじめ設置された退避所は、罠と魔法科学結界が二重に敷かれ、魔物が近づけないよう対策してある。負傷した兵がいたらここに運ばれ、救護団が応急処置をする手筈だ。そのため比較的安全ではあるものの、やはり絶対というわけではない。

「ヘルミーネ様、大丈夫ですか？　恐ろしくはないですか？」

　山頂の方角を見ていると、ふと声をかけられた。救護団の面々も、訓練を受けた兵士が中心だ。さすがこんな状況でも落ち着いている。

　対して私は、こんな状況で笑顔を忘れていた。だけど、気遣ってもらったことが嬉しくて、自然と笑みが浮かぶ。

「大丈夫です。ありがとう」

　そう答えてから、山頂の方に目を凝らす。封魔獣の姿と、高台に砲台が運び込まれるのがここからでもなんとなく見える。俄かに辺りが騒がしくなり、そしてしばらく経つと、空に向けて狼煙が立ち上るのが見えた。

　どきり、と胸が波打つ。あれは発射準備が整ったあとの退避の合図。

　そこにいる全員の目が、高台に向いた。ドン、と胸に響くような大きな音が耳をつんざく。そこから放たれた巨大な鉄塊は、まっすぐに封魔獣へと向かい、その胸を貫いて、地に沈んだ。

「やった!!」

　歓声が上がり、その場にいた誰もが手を取り合って喜んだ。だけど次の瞬間、その表情が絶望に凍った。

　ズシン、と、再び音がする。大砲の音じゃない。撃てるのは一発だけだ。

　歓声は一転、悲鳴へと変わる。

「動いた……」

　誰かが呟く。そう、封魔獣が――動いたのだ。ゆっくりと、だが確実に。

　それを見た瞬間、私は走り出していた。ほどなくして、前線で戦っていた兵士たちの姿が見え始める。だけど、誰もが動き出した封魔獣に意識を取られていた。生き残っていた魔物がそんな兵士たちに襲い掛かろうとしているのを見て、とっさにディーから借りていた銃を構える。

「ヘルミーネ様!?」

「みんな、気を抜かないで！　今は目の前の魔物に集中して。封魔獣は私が止める！」

　銃から放たれた雷をくらって、魔物が地面に倒れる。はっとしたようにこちらを見た兵士にそう叫ぶと、私は再び走り出した。手の中の銃から黒い煙が流れていく。

　その巨体に向けて駆ける私の目の前で、封魔獣がまた一歩、前進する。止めないと。でも、ここからではまだ遠い。私の力ではたぶん、届かない。

「ミーネ！」

「ディー！」

　そのとき、知った声に呼び止められて私はその場に足を止めた。

「こんなところで何をしてる！」

「私の力で、もう一度封魔獣を封印します。完全には無理でも、動きを止めることくらいならできるかもしれない。もう少し近づくことができれば――」

　そう言って、私は再び封魔獣を見上げた。それはおぞましい姿だった。頭には二対の巨大な角、腕の先には鋭利な爪、体は被毛に覆われ、遥か空をつかんばかりの高みから、三つの瞳が私を見下ろす。でもその胸は大砲で撃ち抜かれてぽっかりと大きな穴が開き、体毛のほとんどを血で濡らしている。

　ここまで近づいても、もう新たに魔物が生まれることはなかった。たぶん、新しく生み出すような余力はないんだ。

「かもしれない、だと？　致命傷は与えた。そんな不確かなことに懸けるより、このまま力尽きるのを待つ方が賢明だ」

「そうかもしれないけど、いつ力尽きるのか、ディーにはわかるんですか？　それが明日だったら、一週間後だったら？　その間にもし峠を降りて苦しみに暴れまわったとしたら？」

「そんなことはお前に言われなくてもわかっている！」

　睨み合う私たちを、封魔獣の咆哮が裂く。

「……クソッ。まだ戦える者は残っているか。次の作戦に移る。余力のある者は俺たちについてきて、残った魔物を払ってくれ！」

　戸惑いながらも何人かの兵士が私たちを取り囲み、辺りの魔物を倒していく。

　封魔獣に近づくにつれ、どんどん精霊たちの悲鳴が大きくなっていく。だけど、封魔獣に食われる苦痛の中でも、私に力を貸してくれようとする意志をたしかに感じた。直接五感に響いてくるようなその声を聞きながら、封魔獣の前に立つ。

　わかる。怯えている。

　その目を見たとき、自然と口が動いていた。

「ノイモントの、世界の精霊たちよ。私に力を貸して！」

　その瞬間、闇を掻き消さんばかりに、辺り一面に白い光が弾けた。精霊の、自然の、獣たちの、言葉なき者の声が一斉に私の頭に流れ込んでくる。その光は流星のように封魔獣めがけて降り注ぎ、その巨体を鎖のように縛り付けた。私に向かって振り下ろされようとしていた封魔獣の腕が、宙で止まる。

「――今だ！」

　ディーの声に、それまで固まったように成りゆきを見守っていた周りの兵士たちが一斉に動いた。それまで散り散りだったグランツィアの兵が隊列を組み直し、一斉に矢を射かける。それにノイモントの民も倣い、やがて封魔獣が断末魔の叫びを上げ、ぐらりとその巨躯が揺らいだ。

「退避！」

　さっと兵士たちがその場から退避し、ディーが私を抱え上げて走り出す。運ばれながら見上げた先で、封魔獣の体は黒い塵になって、『夜』の闇に溶けていった。

















エピローグ












「王太子妃殿下、朝ですよ」

　ノックの音に目を覚ますと、開けっ放しのカーテンの向こうには太陽が輝いていた。

「だから、それはまだ早いってば……」

　ノインの声に返事をして、ベッドから身を起こす。

　あれから一週間。避難していた人たちも家に帰り、日常へと戻っている。

　ノインもいつものように私の髪を梳き、セアとどの髪飾りをつけようかと話している。ドレスを着用すると、彼女らに先導されて私は部屋を出た。

　最近は、陛下とディーと一緒に朝食を取っている。

　あれから、私が封魔獣の動きを止めた話は瞬く間にグランツィアに広がって、呪い姫は一転、救世の聖女になってしまった。いくらなんでもそれは大げさだ。封魔獣を倒せたのはひとえにディーの作戦と、それを一糸の乱れなく遂行したグランツィアの兵士たちの賜物である。

　しかし噂というのは厄介で、悪いも良いも関係なく、すぐに尾ひれ背びれがついてすごい勢いで広まっていく。しかし、相変わらずアデルは『救世の聖女』を鼻で笑っていて、やっぱりなんだか安心した。

「おはようございます、陛下。……あら」

　朝食の用意された部屋に入ると、大きなテーブルの向こう側で、陛下がすまなそうに頭を下げる。

「すまない。またディートリヒが来ないのだ」

「ふふ、相変わらずですね」

「どうか愛想を尽かさないでやってくれ」

「それでこそ殿下ですよ。ですが、食べないのは体に毒ですので呼んで参りますね。陛下は先に召し上がっていて下さい」

「いつも悪いな。……ミーネよ」

　ごほん、と咳払いをして陛下が私の名を口にする。

　もし差し支えなければそう呼んでほしいと私が頼んだのだけど、未だに陛下は呼ぶときどこか恥ずかしそうにする。

　そんな陛下に微笑んで会釈をすると、私は付き添おうとするノインとセアに陛下の給仕を頼み、一人ディーの部屋へと向かった。

「ディー？」

「ミーネか。入れ」

「私は呼びに来たんですけど……」

　そう口にしつつも、いつになく明るいディーの声に、私は彼の部屋に足を踏み入れた。相変わらずいろんなものが散らかる薄暗い彼の部屋を、それを踏んだり壊したりしないように注意しながら、彼のもとへと歩いていく。

「見てくれ。研究がうまくいきそうなんだ」

「本当？」

　華やいだディーの声を聞くと、私まで嬉しくなって、彼の手元を覗き込む。

「本当だ。数値が証明している」

「私も勉強してるんだけど、ディーがどんどん先に進んでいってしまって、まるで追いつけないわ。もっと頑張らないと」

「そうだな、式が終わったらみっちり教えてやる」

「式のこと、覚えてたんですね」

　呆れたように言う私の体を、ディーが当然だと言って抱き締める。

「それまでに間に合わせたかったんだ。これが成功すれば、ノイモントに光を取り戻せるかもしれない」

「……そのために？」

　間近で見上げたディーがうなずく。

「じゃあ日取りを延ばしましょうか」

「それは勘弁してくれ。俺が待てない」

「でも、契約の一年まで、まだ期間があるけれど」

「もう条件は果たしただろ。関係ない」

「それでもお互いに知らないことはまだ多いです。ディーの気持ちが変わるかも」

「変わらない」

　さっきより強く抱き締められる。少し息苦しいけれど、それがなぜか心地良い。

「……そんな根拠のないこと言っていいの？」

「お前に会って、根拠のないものでも信じてみようという気になった。だが、ないわけじゃない。もう結論を出せる程度のデータは揃ってる」

　少し力が緩まり、ディーが私の頬に手をかける。

「あの、朝食なんだけど。陛下が待って……」

「待たせとけ」

　不届きな言葉とともに、私の言葉の先は遮られた。

　心の中で陛下に謝りつつ、私はあと少しだけ、貴重なこの甘い時間を楽しむことにしたのだった。
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